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さ
あ
、
今
年
も
祭
り
の
季
節
が
や
っ�

て
き
た
。
「
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
の
デ
ザ�

イ
ン
は
何
だ
ろ
う
？
」
「
コ
ン
サ
ー
ト�

に
は
誰
が
来
る
の
？
」
「
ミ
ス
・
キ
ャ�

ン
パ
ス
に
は
誰
が
選
ば
れ
る
か
？
」�

　
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
始
ま
る
学
園�

祭
を
前
に
、様
々
な
期
待
の「
？
」
マ
ー�

ク
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
を
飛
び
回
っ
て�

い
る
。�

　
こ
ん
な
期
待
に
応
え
た
い
と
、
毎
日�

遅
く
ま
で
頑
張
っ
て
い
る
の
が
、
学
園�

祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
今
年�

は
百
七
十
名
が
参
加
。
最
高
に
盛
り
上�

が
る
学
園
祭
に
し
た
い
と
、
連
日
ミ
ー�

テ
ィ
ン
グ
や
作
業
に
迫
わ
れ
て
い
る
。�

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
P
R
E
S
E
N
�

T
―
―
と
び
っ
き
り
素
敵
な
も
の
を
」�

に
決
ま
っ
た
。�

「
参
加
す
る
人
に
も
遊
び
に
来
る
人
に�

も
、
こ
の
学
園
祭
と
い
う
〃
場
〃
を
私�

達
が
提
供
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の�

心
に
何
か
残
せ
た
ら
、
き
っ
と
素
敵
で�

し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
テ
ー�

マ
を
決
め
ま
し
た
」
と
実
行
委
員
長
の�

川
上
雄
之
介
君
（
児
童
学
専
攻
二
年
）
。�

　
本
学
の
学
園
祭
の
魅
力
は
、
決
し
て�

派
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、
手
作
り
の
温�

か
さ
が
あ
る
こ
と
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
飾�

る
三
千
枚
の
旗
は
学
園
祭
実
行
委
員
や�

児
童
学
科
お
よ
び
幼
児
教
育
科
の
学
生�

が
一
枚
一
枚
書
い
て
い
る
。
中
村
自
慢�

の
食
品
バ
ザ
ー
は
日
頃
の
勉
強
の
成
果�

の
見
せ
と
こ
ろ
。
先
生
方
も
交
っ
て
夜�

遅
く
ま
で
仕
込
み
を
す
る
。
ま
た
幼
稚�

園
児
や
小
学
生
の
た
め
に
は
人
形
劇
や�

お
化
け
屋
敷
、
成
人
病
が
気
に
な
る
人�

に
は
健
康
教
室
と
、
本
学
な
ら
で
は
の�

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
い
。
そ
し
て
、
イ
カ�

天
バ
ン
ド
「
J
I
T
T
E
R
I
N
　
J�

I
N
N
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
燃
え
る
の�

も
い
い
。�

　
「
P
R
E
S
E
N
T
」
に
空
く
じ
無�

し
。
但
し
、
何
か
の
形
で
参
加
し
た
人�

の
み
。
学
園
祭
の
期
間
中
に
ア
ル
バ
イ�

ト
や
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
学
生
も
多�

い
よ
う
だ
が
、
祭
り
を
盛
り
あ
げ
る
た�

め
に
も
、
全
学
生
、
教
職
員
の
参
加
を�

望
み
た
い
。�

　
十
一
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間
に
か�

け
て
行
な
わ
れ
る
第
二
十
六
回
全
国
身�

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
と
き
め
き�

の
と
び
う
め
大
会
）
が
せ
ま
っ
て
き�

た
。
本
学
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手�

記
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
と
し
て
大
学
生
四
十�

九
名
、
短
大
生
三
十
九
名
が
、
大
会
を�

側
面
か
ら
援
助
す
る
。�

　
九
月
十
三
日
に
は
大
会
事
務
局
と
の�

最
終
打
ち
合
わ
せ
も
終
わ
っ
た
。
い
よ�

い
よ
秒
読
み
だ
。
十
月
二
十
八
日
に
は�

式
典
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
る
。
各
大
学
か�

ら
参
加
し
た
手
話
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
も
一�

堂
に
会
す
る
と
の
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ�

ア
の
一
人
、
短
大
幼
児
教
育
科
二
年
生�

の
稲
員
葉
子
さ
ん
は
、
「
こ
れ
ま
で
一�

年
間
講
習
を
受
け
て
き
た
と
は
い
え
、�

や
っ
ぱ
り
緊
張
し
ま
す
ね
」
と
語
る
。�

　
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
ボ
ラ�

ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
不
可
欠
。
「
ま
っ�

た
く
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
だ�

け
に
、
果
た
し
て
う
ま
く
で
き
る
よ
う�

に
な
る
の
か
、
最
初
は
不
安
で
し
た
が�

何
と
か
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
」
と
幼
児�

教
育
科
二
年
の
岩
永
里
織
さ
ん
。�

　
各
々
の
役
割
分
担
も
決
ま
り
、
あ
と�

は
本
番
を
待
つ
ば
か
り
。
選
手
と
し
て�

出
場
す
る
人
達
と
同
じ
よ
う
に
、
ボ
ラ�

ン
テ
ィ
ア
一
人
一
人
に
と
っ
て
も
、
こ�

の
大
会
は
晴
れ
の
舞
台
に
な
る
こ
と
た�

ろ
う
。
そ
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。�

　
学
生
課
で�

と
り
ま
と
め�

た
平
成
二
年�

度
の
ク
ラ
ブ�

活
動
状
況
報�

告
に
よ
る
と�

ク
ラ
ブ
加
入�

者
数
は
大
学�

六
百
四
名
、�

短
大
五
百
一�

名
で
在
学
生�

数
に
占
め
る�

加
入
者
の
割�

合
は
、
大
学�

57
％
、
短
大�

31
％
で
あ�

る
。
昨
年
度�

の
大
学
六
百�

七
十
六
名�

（
64
％
）、
短�

大
五
百
十
七�

名
（
33
％
）�

と
比
較
す
る�

と
い
ず
れ
も
加
入
率
が
減
少
し
て
い�

る
。
こ
こ
数
年
の
推
移
を
見
て
も
特
に�

大
学
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
加
入�

率70

％
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
低
下
し
て
い�

る
。
こ
れ
は
全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
る�

よ
う
だ
。�

　
学
生
の
価
値
観
の
変
化
か
ら
か
、
時�

間
、
行
動
、
上
下
の
人
間
関
係
な
ど
の�

束
縛
を
嫌
う
傾
向
が
強
く
、
ク
ラ
ブ
活�

動
に
お
い
て
も
和
気
あ
い
あ
い
と
自
分�

達
の
好
き
な
時
間
に
集
ま
っ
て
活
動
す�

る
愛
好
会
型
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ�

る
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
的
・
入
部
の
動�

機
を
調
査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も�

従
来
は
「
自
分
を
高
め
鍛
え
る
」
と
い�

う
の
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
最
近
は�

「
広
く
友
人
を
作
り
た
い
」
と
い
う
の�

が
第
一
に
あ
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か�

ら
も
こ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。�

　
ア
ル
バ
イ
ト
を
優
先
す
る
学
生
の
増�

加
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
に
は
、
問�

題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
好
景
気
を�

反
映
し
て
特
に
本
学
の
よ
う
な
都
市
型�

大
学
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
ア
ル
バ
イ�

ト
求
職
に
困
る
こ
と
は
な
い
。
と
も
す�

れ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
優
先
に
な
り
が
ち
で�

あ
る
。
今
を
楽
し
む
こ
と
も
大
切
だ�

が
、
も
っ
と
中
長
期
的
展
望
に
立
っ
た�

学
生
生
活
の
設
計
と
い
う
こ
と
も
考
え�

て
も
ら
い
た
い
点
で
あ
る
。�

　
本
学
で
は
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が�

周
密
で
あ
り
、
特
に
実
践
的
能
力
の
高�

い
人
材
の
育
成
と
い
う
こ
と
か
ら
、
実�

験
や
学
外
で
の
実
習
な
ど
が
大
変
多�

い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
先
の
ク
ラ
ブ
加�

入
率
は
、
低
下
し
て
き
た
と
は
い
え
評�

価
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
各
ク
ラ�

ブ
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
多
忙
な
中
に
も
何�

と
か
活
性
化
を
は
か
ろ
う
と
必
死
で
努�

力
し
て
い
る
。�

　
内
外
の
環
境
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
す�

る
学
生
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
状
況
と
は�

い
え
な
い
が
、
学
生
生
活
に
お
け
る
一�

つ
の
大
き
な
財
産
と
も
な
る
ク
ラ
ブ
活�

動
を
学
園
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
活
性�

化
し
て
い
く
方
向
で
今
後
も
取
り
組
ん�

で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。�

　
平
成
二
年
度
後
期
リ
ー
ダ
ー
研
修
が�

九
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
一�

泊
二
日
の
日
程
で
福
岡
市
立
油
山
青
年�

の
家
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。�

　
こ
の
研
修
は
、
大
学
・
短
大
の
各
ク�

ラ
ス
委
員
長
及
び
曙
・
紫
山
・
城
南
各�

寮
の
寮
長
を
対
象
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー�

シ
ッ
プ
の
育
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
親
睦
を�

は
か
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
な
わ
れ�

て
い
る
。
今
回
の
主
な
内
容
は
、
学
長�

講
話
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
（
学
長
・�

学
生
部
長
を
交
え
て
）
、
講
演
、
ス
ポ�

ー
ツ
研
修
と
か
な
り
盛
り
だ
く
さ
ん
で�

あ
っ
た
。�

　
初
日
に
行
な
わ
れ
た
学
長
講
話
で
は
、�

学
内
の
清
掃
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ん�

で
い
る
学
生
達
の
活
動
内
容
に
つ
い
て�

お
話
が
あ
り
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で�

は
、
学
生
生
活
上
の
悩
み
や
不
満
、
学�

校
側
へ
の
要
望
等
活
発
な
意
見
が
学
生�

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
児
童
学
科
の�

岡
本
健
二
教
授
が
親
子
の
関
係
、
人�

間
の
情
動
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
学
生�

達
は
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
。�

　
翌
日
は
ス
ポ
ー
ツ
研
修
。
バ
レ
ー
ボ�

ー
ル
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
を
行
っ
た�

が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
に
も
ハ�

ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
一
層
親
睦�

を
深
め
て
い
た
。
尚
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー�

研
修
は
前
期
ク
ラ
ス
委
員
長
及
び
寮
長�

（
五
月
）、
自
治
会
ク
ラ
ブ
役
員
（
十
二�

月
）
を
対
象
と
し
て
も
実
施
さ
れ
て
い�

る
。�

　
平
成
二
年
度
の
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学�

生
が
決
定
し
、
九
月
二
十
一
日
、
本
学�

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
関
係
者
列
席
の
も�

と
、
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と
奨
学
金
が�

奨
学
生
に
手
渡
さ
れ
た
。�

　
奨
学
生
は
次
の
と
お
り
。�

〔
大
学
〕�

　
食
物
栄
養
学
専
攻�

　
　
四
年
　
権
田
　
敦
子�

　
管
理
栄
養
士
専
攻�

　
　
四
年
　
谷
廣
　
香�

　
児
童
学
専
攻�

　
　
四
年
　
長
通
　
重
美�

　
児
童
教
育
学
専
攻�

　
　
四
年
　
石
井
　
利
佳�

〔
短
期
大
学
〕�

　
食
物
栄
養
科�

　
　
二
年
　
市
瀬
智
香
子
・
荒
田
美
紀�

　
家
政
科�

　
　
二
年
　
三
島
ゆ
か
り
・
植
松
博
子�

　
幼
児
教
育
科�

　
　
二
年
　
小
野
田
加
里
・
酒
井
美
香�



（　4　）� （　3　）�

　
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
が
、
快
晴
の
天
気�

に
恵
ま
れ
た
八
月
一
日
（
水
）
に
開
催�

さ
れ
た
。�

　
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
は
、
本
学
を�

一
日
、
一
般
公
開
し
、
入
学
を
希
望
す�

る
受
験
生
（
高
校
二
年
生
を
含
む
）
や�

父
母
の
方
々
、
お
よ
び
高
校
の
進
路
指�

導
の
先
生
々
に
本
学
の
施
設
・
設
備
や�

学
風
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
日
的�

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で�

三
回
目
と
な
る
。�

　
事
前
に
各
高
校
へ
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら�

し
を
届
け
た
り
、
ラ
ジ
オ
や
受
験
雑
誌�

で
案
内
を
し
て
い
た
た
め
、
従
来
の
倍�

近
い
約
四
百
五
十
名
が
来
校
。
中
に
は�

開
始
予
定
時
刻
の
か
な
り
前
か
ら
見
え�

た
受
験
生
や
父
母
も
あ
り
、
担
当
者
が�

あ
わ
て
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
ま
た
福
岡�

県
内
は
も
と
よ
り
、
佐
賀
・
長
崎
・
熊�

本
・
大
分
・
鹿
児
島
・
山
口
の
各
県
か�

ら
も
多
数
の
来
場
者
が
あ
り
、
驚
か
さ�

れ
た
。�

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
広
報
ビ
デ
オ
「
マ�

イ
ウ
ェ
ィ
」
の
映
写
。
生
き
生
き
と
学�

生
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
学
生
の
姿�

が
紹
介
さ
れ
た
。
映
写
終
了
後
は
、
学�

生
部
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
入�

試
担
当
者
か
ら
は
平
成
三
年
度
入
試
要�

項
が
説
明
さ
れ
た
。�

　
そ
の
後
、
入
学
を
希
望
す
る
各
学
科�

に
分
か
れ
て
の
進
学
相
談
や
施
設
見
学�

に
移
っ
た
。
特
に
在
学
生
と
の
面
談
コ�

ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で�

は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
入
学
後
の
授�

業
の
様
子
、
単
位
の
取
り
か
た
、
ク
ラ�

ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
状
況
、
寮
で
の�

生
活
内
容
や
学
園
祭
な
ど
の
学
内
行
事�

に
つ
い
て
等
々
、
直
接
先
輩
達
か
ら
具�

体
的
に
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と�

大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
施
設
見
学�

で
は
実
際
に
授
業
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ�

ン
に
も
触
れ
、
強
い
興
味
と
関
心
を
も�

っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。�

　
受
験
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
こ
の�

キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
に
参
加
し
て
よ
か
っ�

た
と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
志�

望
校
選
定
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ�

ば
幸
い
で
あ
る
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
の�

ご
健
闘
を
祈
り
た
い
。�

　
本
年
五
月
か
ら
毎
月
一
回
、
一
年
シ�

リ
ー
ズ
の
表
記
の
会
合
が
、市
内
・
近
郊�

の
母
親
を
対
象
に
本
学
で
開
か
れ
て
い�

る
。近
年
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
さ�

れ
る
湿
疹
児
が
急
増
し
て
お
り
、
治
療�

を
目
的
と
す
る
食
物
制
限
の
た
め
、
調�

理
を
す
る
上
で
の
親
の
悩
み
は
も
ち
ろ�

ん
、
一
部
過
剰
診
断
に
よ
る
不
必
要
な�

食
事
制
限
の
児
に
お
よ
ぼ
す
心
身
へ
の�

悪
影
響
が
、
専
門
医
の
あ
い
だ
で
も
問�

題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
会
は
福
岡
地�

区
の
小
児
科
医
会
の
要
望
に
よ
る
も
の�

で
、
わ
が
国
の
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患�

治
療
の
最
高
水
準
を
ゆ
く
国
立
療
養
所�

南
福
岡
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、�

私
た
ち
も
特
に
特
殊
食
物
の
制
限
治
療�

食
の
実
際
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
る
。�

　
乳
幼
児
の
三
〇
％
、
学
童
の
一
〇
％�

に
も
み
ら
れ
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎�

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
一
種
と
さ�

れ
、
生
後
三
―
六
カ
月
に
発
症
し
、
乳�

幼
児
に
罹
患
率
が
高
い
が
、
最
近
で
は�

成
人
の
官
も
ふ
え
て
い
る
。
乳
幼
児�

期
で
は
顔
面
や
四
肢
伸
側
の
湿
疹
、
そ�

の
後
、
学
齢
期
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
苔�

鮮
化
し
、
丘
疹
・
痒
疹
が
頚
部
・
肘
・�

膝
の
仲
届
部
に
限
局
し
て
く
る
。
約
七�

○
％
の
患
者
に
、
卵
（
卵
白
）
・
牛
乳�

・
大
豆
・
小
麦
・
米
な
ど
の
タ
ン
パ
ク�

を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
す
る
感
作
状
態
が
み�

ら
れ
、
病
状
と
の
因
果
関
係
が
推
測
さ�

れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。�

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
と
し
て�

は
、
皮
膚
の
管
理
や
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤�

の
服
用
な
ど
の
ほ
か
、
現
在
の
皮
疹
に�

特
定
の
食
物
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
関
連
し
て�

い
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
場
合
に
の�

み
、
そ
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
除
去
・
制
限�

す
る
食
事
療
法
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ�

の
際
、
単
に
感
作
状
態
の
原
因
と
な
っ�

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
、�

現
在
の
病
状
を
つ
く
っ
て
い
る
ア
レ
ル�

ゲ
ン
と
は
、
厳
し
く
わ
け
て
判
断
さ
れ�

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
結
核�

や
麻
疹
を
例
に
す
る
と
、
ツ
ベ
ル
ク
リ�

ン
反
応
陽
性
や
麻
疹
抗
体
陽
性
は
以
前�

に
感
染
感
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い�

る
が
、
必
ず
し
も
現
在
、
結
核
や
麻
疹�

に
罹
患
中
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も�

の
で
は
な
い
。�

　
今
年
の
日
本
小
児
科
学
会
（
会
期
三�

日
間
）
で
は
一
日
の
午
後
を
す
べ
て
食�

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
あ�

て
、
熱
心
な
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。�

こ
の
問
題
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
小
児�

科
医
の
関
心
を
ひ
い
た
の
は
、
ふ
え
て�

き
て
い
る
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や
気
管�

支
嘆
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
に�

つ
い
て
、
原
因
と
し
て
食
物
ア
レ
ル
ギ�

ー
を
ど
れ
だ
け
重
く
み
る
か
、
ま
た
皮�

膚
症
状
や
嘆
息
の
治
療
や
予
防
と
、
食�

事
制
限
の
た
め
の
栄
養
障
害
と
の
ど
ち�

ら
を
重
視
す
る
か
と
い
う
、
医
師
の
考�

え
か
た
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
か
ら
で�

あ
る
。
診
断
法
に
簡
単
で
絶
対
的
な
も�

の
か
な
い
今
日
、
と
く
に
一
部
に
行
わ�

れ
が
ち
な
、
視
診
の
み
で
の
軽
々
し
い�

断
定
は
厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。�

　
治
療
の
た
め
に
食
事
制
限
を
課
す
る�

時
に
は
、
除
去
試
験
、
誘
発
試
験
な
ど�

厳
密
な
診
断
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。�

治
療
食
に
は
試
験
除
去
食
よ
り
幅
を
も�

た
せ
る
こ
と
、
耐
性
の
出
現
を
考
慮
に�

い
れ
た
指
導
を
お
こ
な
う
こ
と
、
代
替�

食
品
に
つ
い
て
十
分
な
指
導
を
す
る
こ�

と
の
三
点
が
重
要
で
あ
る
。
代
替
食
品�

の
入
手
法
、
調
理
法
の
指
導
、
抗
ア
レ�

ル
ギ
ー
剤
の
利
用
な
ど
、
き
め
細
か
い�

指
導
が
望
ま
れ
、
病
院
側
の
ア
レ
ル
ギ�

ー
検
査
と
と
も
に
、
若
い
人
達
の
治
療�

食
の
研
究
協
力
を
期
待
し
て
い
る
。�

　
父
兄
後
援
会
主
催
の
地
区
連
絡
会
が�

九
月
十
六
日
の
大
分
地
区
を
皮
切
り
に�

九
州
・
山
口
の
各
県
十
会
場
で
行
わ�

れ
、
十
月
二
十
日
の
長
崎
・
佐
賀
両
地�

区
を
も
っ
て
終
了
し
た
。�

　
連
絡
会
で
は
、
学
生
生
活
や
就
職
状�

況
の
報
告
、
今
年
度
前
期
試
検
の
成
績�

を
踏
ま
え
た
履
修
状
況
の
説
明
が
行
わ�

れ
た
あ
と
、
個
別
面
談
が
行
わ
れ
た
。�

　
今
回
出
席
さ
れ
た
父
兄
は
六
百
六
十�

九
名
、
両
親
そ
ろ
っ
て
参
加
さ
れ
た
父�

兄
も
あ
り
、
寮
生
活
や
ク
ラ
ブ
活
動
の�

様
子
、
就
職
状
況
等
に
つ
い
て
熱
心
に�

質
問
を
し
て
お
ら
れ
た
。�

　
本
学
に
在
籍
す
る
学
生
の
約
三
十
％�

は
県
外
出
身
で
あ
り
、
日
頃
大
学
を
訪�

れ
る
機
会
の
少
な
い
方
に
と
っ
て
は
、�

こ
の
連
絡
会
が
情
報
交
換
の
一
つ
の
場�

に
な
っ
て
お
り
、
提
供
す
る
資
料
の
整�

備
を
含
め
、
今
後
も
ま
す
ま
す
充
実
し�

た
内
容
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い�

る
。�

　今、私達のまわりには、食に関�
する情報や食べ物が流れています。�
豊かさがもたらす飽食による疾病�
や、今まであまり聞かなかった食�
物アレルギーによる疾病などが多�
発し、一方では、食品の無知なる�
選択こよる貧食が、体をむしばん�
でいる事例も多く報告されていま�
す。�
　近年の女性の社会進出や高度成�
長に伴ない、生活環境も急激に変�
化してきましだ。食の環境も、か�
つては家族の健康をみつめながら�
手作りされていた日常食までが、�
多彩なインス夕ント加工食品に置�
き換えられ、食事中の加工食品比�
率は60～70％を占め、ますますエ�
スカレートしそうです。�
　一方では、イリコやかつお節な�
ど〃本物味〃発見に対する関心も�
高く、かたくなに自然の味、伝統�
の味にこだわる人も少なくありま�
せん。まさに、インスタント志向�
と本物グルメ志同のニ極食文化が�
混在し、自由に選択出来る時代で�
す。�
　食べ物に対する美味しさの感度�
は個人によって異なりますが、人�
間の五感によって味わうものです�
から、幼少の時から豊かな感性を�
磨くことこそが味発見や感動、ひ�
いては創造への喜びにつながり、�
より豊かな人生へと広がっていき�
ます。どんなに美味しい食べ物で�
も、口の中を通れば全てが栄養素�
であることを認識し、正しい知識�
や誤りなき食品への鋭い選択眼を�
身につけましよう。�
　スピーディで利便性の高いイン�
スタント志向の一方で、まだ根強�
く残っている日本のよき食文化を�
今一度間い直し、見つめ直しては�
いかがでしようか。�
　中国に〃医食同源〃という言葉�
がありますが、食べることと医師�
が与える医薬品とは同次元のこと�
だということです。�
　飽食の時代を迎え、今こそ日本�
人はこの言葉を考える必要がある�
でしよう。�



（　6　）� （　5　）�

　体育館から流れてくるポップな�

サウンド。N・D・A（ナカムラ・�

ダンシング・アソシエーション）�

は只今、学園祭に向けて猛レッス�

ン。�

　昨今のフィットネスブームを反�

映してか、部員も45名とにぎやか�

だ。大学に入学してからダンスを�

はじめだ部員がほとんど。「かっこ�

よくて、楽しそうな雰囲気なので�

入部しました」という大野智恵子�

さん（短大・幼児教育科2年生）。�

「でも派手なサ－クルだと思われ�

てるんですよ」と笑うのは支部長の�

大村知加さん（大学．児童教育学�

専攻2年生）。�

　みんな「ダンスが大好き」とい�

う共通の趣味をもっている。曲は�

流行のユーロビートサウンドでか�

なりアップテンポ。それそれが好�

みのレオタ一ドに身を包み、ダイ�

ナミックに踊っている姿を見てい�

ると、こちらも体がムズムズして�

くる。�

　他大学を回り、本学の学園祭の�

PRをしたり、天神イムズの広場�

で公開ダンスをするなどイベント�

も多く企画され、意欲的に活動し�

ている。そのためか、レッスン中�

の部員の瞳はキラキラとかがやい�

ている。「みんな自分が主役だと�

思って踊ってるんですよ。和気あ�

いあいとしたサークルですので、�

だれでも大歓迎」と大村さん。「や�

せたい」「美しくなりたい」という�

願望をかなえてくれそうなNDA。�

躍動感一杯、若さ－杯のステージ�

が楽しみだ。�

ウ
ム
イ
オ
ン
の
チ
ャ
ネ
ル
機
構
と
の
関�

連
、N

O

の
血
中
濃
度
測
定
方
法
、N

O
�

の
病
態
動
物
で
の
変
化
と
そ
れ
が
起
こ�

る
機
序
、
内
因
性N

O

と
外
よ
り
与
え�

たN
O

生
成
薬
物
と
の
作
用
の
異
同
、�

等
々
の
基
礎
的
な
話
題
が
多
か
っ
た
。�

し
か
し
、
三
日
目
に
は
病
態
、
と
く
に�

ZN
O

制
物
質
に
よ
る
血
圧
の
上
昇
、�

動
脈
硬
化
部
でN

O

低
下
等
、
の
臨
床�

に
関
す
る
問
題
も
多
く
の
人
々
の
関
心�

を
ひ
い
た
。
例
え
ば
、
シ
ョ
ッ
ク
に
陥�

る
と
著
し
い
血
圧
低
下
を
き
た
す
こ
と�

が
死
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、N

O
�

の
阻
害
物
質
に
よ
り
こ
の
血
圧
低
下
を�

防
止
出
来
る
と
い
う
発
表
も
あ
っ
た
。�

私
は
動
脈
硬
化
部
位
で
は
、E

D
RF

の�

遊
離
が
低
下
し
て
い
る
の
み
で
は
な
く
、�

硬
化
部
の
中
膜
で
は
活
性
酸
素
に
よ
る�

E
D
RF

の
分
解
が
亢
進
し
て
い
る
た
め�

か
、
ス
ー
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
・
デ
イ
ス�

ム
タ
ー
ゼ
に
よ
りE

D
R
F

の
低
下
を�

防
止
し
う
ろ
こ
と
等
を
発
表
し
て
き
た
。�

　
（3）
そ
の
他
。�

　
以
前
訪
欧
し
た
頃
に
比
し
て
、
欧
州�

各
国
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
日
本
の
話
題�

が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と�

や
、
統
一
ド
イ
ツ
の
将
来
に
関
す
る
人�

々
の
関
心
の
深
さ
を
強
く
感
じ
た
。�

　
研
究
会
の
合
間
に
、
マ
ッ
ク
ス
ブ
ラ�

ン
ク
研
究
所W

.Schaper

教
授
、
ジ�

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
、G

.A
rnold�

教
授
、
ロ
ン
ド
ン
大
学A

.M
aserl

教�

授
ら
と
旧
交
を
温
め
る
機
会
を
得
た
こ�

と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
。
帰
国
す
る
度�

毎
に
、
日
本
で
の
騒
音
の
激
し
さ
に
う�

ん
ざ
り
す
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。�

　
一
九
九
〇
年
六
月
上
旬
か
ら
約
一
カ�

月
間
、
欧
州
で
の
血
管
反
応
性
に
関
す�

る
国
際
研
究
会
に
招
か
れ
た
の
で
、
そ�

の
感
想
を
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。�

一
、
血
管
反
応
性
と
は�

　
血
管
の
中
で
も
、
動
脈
の
反
応
性
に�

関
す
る
研
究
が
、
基
礎
科
学
者
や
臨
床�

研
究
者
の
注
目
を
近
年
と
み
に
ひ
い
て�

い
る
。
動
脈
は
心
臓
か
ら
拍
出
さ
れ
た�

血
液
を
全
身
の
諸
臓
器
に
、
夫
々
の
臓�

器
が
必
要
と
す
る
だ
け
供
給
し
て
い
る�

が
、
そ
の
調
節
機
序
の
詳
細
は
わ
か
っ�

て
い
な
い
。�

　
動
脈
が
過
剰
に
収
縮
（
過
収
縮
又
は�

攀
縮
と
よ
ぶ
）
す
る
た
め
に
起
こ
る
疾�

病
と
し
て
は
、
①
狭
心
症
、
心
筋
虚
血�

に
よ
る
突
然
死
、
急
性
心
筋
梗
塞
の
一�

部
、
②
ク
モ
膜
下
出
血
に
伴
う
脳
動
脈�

の
攀
縮
な
ど
、
生
命
の
危
険
を
伴
う
も�

の
か
ら
、
③
手
指
が
白
く
な
っ
て
痛
む�

レ
イ
ノ
ー
病
や
、
白
蝋
病
等
が
あ
げ
ら�

れ
る
。
こ
の
他
、
④
高
血
圧
症
も
近
年�

動
脈
の
収
縮
過
剰
に
よ
る
と
考
え
ら
れ�

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
動
脈
の
収�

縮
過
剰
が
何
故
お
こ
る
の
か
、
そ
の
機�

序
は
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。�

　
約
十
年
前
ま
で
は
、
血
管
反
応
性
の�

変
化
を
評
価
し
、
研
究
す
る
有
力
な
根�

拠
と
具
体
的
研
究
方
法
が
な
か
っ
た
と�

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。�

　
動
脈
の
内
腔
側
は
唯
一
層
の
内
皮
細�

胞
で
蔽
わ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
、
こ�

の
血
管
内
皮
細
胞
は
血
管
内
で
血
液
が�

凝
固
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
に
役
立�

っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、�

そ
の
他
の
機
能
、
特
に
血
管
の
反
応
性�

�

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と�

は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。�

　
一
九
八
〇
年 F

urchgott,R
.F
.

と�
Zaw
adzki, J. V

. 

に
よ
り
、
兎
の
大�

動
脈
内
皮
細
胞
か
ら
、
動
脈
を
拡
張
す�

る
物
質
が
遊
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報�

告
さ
れ
、
俄
か
に
こ
の
方
面
の
研
究
が�

進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
英
国
の�

M
oncada,S.

ら
に
よ
り
、
こ
の
内
皮�

由
来
の
血
管
拡
張
物
質
はN

O

（nitric�
oxide

）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ�

れ
た
。
他
方
、
我
が
国
の
筑
波
大
学
薬�

理
学
の
眞
崎
知
生
教
授
ら
は
、
培
養
し�

た
血
管
内
皮
細
胞
か
ら
分
泌
放
出
さ
れ�

る
血
管
収
縮
物
質
を
発
見
し
、
そ
の
構�

造
と
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も�

に
、
こ
の
物
質
を
エ
ン
ド
セ
リ
ン
と
命�

名
し
た
。
現
在
、
血
管
内
皮
細
胞
と
、�

そ
の
直
下
に
存
在
し
て
い
る
血
管
平
滑�

筋
細
胞
や
、
血
中
の
リ
ポ
蛋
白
・
血
小�

板
・
白
血
球
な
ど
の
血
液
成
分
と
の
相�

互
作
用
に
関
す
研
究
が
、
基
礎
科
学
者�

の
み
で
な
く
、
臨
床
医
の
間
で
も
広
く�

行
な
わ
れ
、
著
し
い
速
度
で
進
展
す
る�

に
至
り
、
今
回
の
国
際
研
究
会
が
開
催�

さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

二
、
国
際
研
究
会
で
の
話
題�

　
六
月
中
旬
に
、
冠
状
動
脈
（
心
臓
の�

筋
肉
を
栄
養
し
て
い
る
動
脈
）
に
焦
点�

を
絞
っ
た
研
究
会
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の�

G
argellen

で
、
六
月
下
旬
に
は
、
ベ
ル�

ギ
ー
の A

ntw
erp 

で
血
管
内
皮
細
胞�

由
来
の
血
管
拡
張
物
質
（Endothelial�

derived relaxing factor

（s

）,ED
RF�

と
略
さ
れ
て
い
る
）
に
関
す
る
研
究
会�

が
夫
々
開
催
さ
れ
た
。�

　
（1）
ガ
ル
ゲ
レ
ン
で
の
研
究
会
は
、
フ�

ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
応
用
生
理
学
のE

.�
B
assange 

教
授
ら
の
よ
び
か
け
で
開�

か
れ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
国
際
空
港
か�

ら
約
三
〇
〇
km
離
れ
た
ス
イ
ス
国
境
の�

村
、
ガ
ル
ゲ
レ
ン
の
ホ
テ
ル
に
参
加
者�

全
員
が
泊
り
こ
ん
で
研
究
会
は
行
わ
れ�

た
。
参
加
者
は
限
ら
れ
欧
米
を
中
心
と�

し
、
日
本
か
ら
は
私
一
人
で
あ
っ
た
。�

私
が
招
か
れ
要
請
さ
れ
た
内
容
は
、
我�

々
が
長
年
か
か
っ
て
開
発
し
て
来
た
冠�

状
動
脈
攣
縮
に
関
す
る
研
究
の
詳
細
に�

つ
い
て
、
論
文
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ�

か
り
に
く
い
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
表�

し
、
詳
し
く
討
議
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い�

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
ヒ
ト�

の
狭
心
症
、
心
筋
虚
血
に
よ
る
突
然�

死
、
急
性
心
筋
梗
塞
を
、
冠
状
動
脈
硬�

化
の
存
在
下
に
、
確
実
に
誰
で
も
再
現�

性
よ
く
起
こ
す
こ
と
の
出
来
る
病
態
動�

物
モ
デ
ル
は
我
々
の
他
に
は
な
い
。
議�

論
は
会
場
で
の
討
論
に
止
ま
ら
ず
、
休�

憩
時
間
や
食
後
に
ホ
テ
ル
の
周
辺
を
散�

策
し
て
い
る
間
も
、
多
分
実
際
に
研
究�

を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
若
手
研
究
者�

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
質
問
攻
め
に
あ
っ�

た
。
こ
の
様
な
限
ら
れ
た
人
々
が
人
里�

離
れ
た
ホ
テ
ル
に
泊
り
込
ん
で
話
し
合�

う
と
、
研
究
内
容
の
討
議
に
止
ま
ら�

ず
、
研
究
者
相
互
の
間
に
親
し
み
が
生�

ま
れ
、
そ
の
後
の
研
究
や
、
交
流
に
役�

立
つ
好
機
で
も
あ
る
。�

　
こ
の
研
究
会
で
は
、
冠
状
動
脈
の
動�

脈
硬
化
と
攣
縮
、
血
中
リ
ポ
蛋
白
や
血�

小
板
に
よ
る
冠
状
動
脈
過
剰
収
縮
と
の�

関
係
、
血
管
作
動
物
質
の
由
来
や
、
そ�

の
受
容
体
を
介
す
る
細
胞
内
情
報
伝
達�

機
構
と
い
っ
た
基
礎
的
問
題
の
み
で
な�

く
　
ヒ
ト
の
心
疾
患
に
お
け
る
研
究
な�

ど
、
分
子
生
物
学
か
ら
臨
床
ま
で
、
幅�

広
く
冠
状
循
環
の
調
節
と
そ
の
破
綻
に�

よ
る
心
疾
患
発
症
機
序
に
焦
点
を
あ
て�

て
文
字
通
り
膝
を
ま
じ
え
て
親
し
く
、�

ま
た
、
厳
し
く
討
議
が
行
わ
れ
、
私
に�

と
っ
て
極
め
て
有
益
で
あ
っ
た
。�

　
（2）
ア
ン
ト
ワ
ー
ブ
の
研
究
会
は
、ア�

ン
ト
ワ
ー
ブ
大
学
薬
理
学 A

.G
.H
er-�

m
an

教
授
の
主
催
に
よ
り
開
か
れ
た
。�

こ
の
研
究
会
で
は E

D
R
F 

発
見
者
の�

Furchgott 

教
授
、E

D
RF 

は N
O
 

で�

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た M

oncada 

教�

授
ら
を
含
め
、
主
に
基
礎
科
学
者
が
参�

加
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
か
ら
も
上
述�

の
眞
崎
教
授
や
、
滋
賀
医
大
薬
理
学
戸�

田
昇
教
授
ら
が
参
加
し
て
お
ら
れ
た
。�

　
研
究
の
話
題
は
、E

D
RF

は N
O
 

だ�

け
か
、N

O

生
成
過
程
と
そ
の
酵
素
の�

精
製
、N

O

の
遊
離
機
序
、N

O

作
用�

抑
制
化
合
物
の
合
成
と
そ
の
作
用
効�

果
、N

O
と
イ
オ
ン
、
と
く
に
カ
ル
シ�

　
私
は
六
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま�

で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
・
ス
ト
ッ�

ク
ホ
ル
ム
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
で�

開
催
さ
れ
た
第
八
回
ミ
ク
ロ
ゾ
ー
ム
と�

薬
物
酸
化
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加�

し
研
究
発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ�

の
学
会
は
、
肝
臓
の
薬
物
解
毒
代
謝
酵�

素
で
あ
る
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
P
―
4
5
0
�

を
中
心
に
そ
の
関
連
の
生
化
学
・
薬
理�

学
・
毒
物
学
・
内
分
泌
学
者
が
三
年
に�

一
度
集
ま
り
、
研
究
成
果
を
活
発
に
討�

論
す
る
学
会
で
、
学
際
的
で
ユ
ニ
ー
ク�

な
学
会
で
す
。�

　
私
は
、現
在
、副
腎
皮
質
の
ス
テ
ロ
イ�

ド
ホ
ル
モ
ン
を
合
成
す
る
チ
ト
ク
ロ
ー�

ム
P
―
4
5
0（
S
C
C
）と
呼
ば
れ
る�

酵
素
と
そ
れ
に
係
わ
る
二
つ
の
酵
素
の�

反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
構
造
に
つ
い
て
研�

究
し
て
お
り
、
今
回
は
、
「Structure-�

A
ctivity R

elationships of M
ito-�

chondrial Steroid H
ydroxylase�

C
ovalent C

om
plexes

」
と
い
う
題
で�

ポ
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ポ�

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
そ
の
場
に
や
っ
て
く�

　
　
　
る
研
究
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ�

　
　
　
ン
を
す
る
や
り
方
）
で
発
表
し�

　
　
　
て
き
ま
し
た
。
丁
度
写
真
（
上
）�

　
　
　
の
よ
う
に
し
て
相
手
と
デ
ィ
ス�

　
　
　
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
わ
け
で
す
。�

　
　
　
今
回
、
学
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ�

　
　
　
で
開
か
れ
た
の
と
、
ペ
レ
ス
ト�

　
　
　
ロ
イ
カ
の
進
行
で
ソ
連
か
ら
も�

　
　
　
多
く
の
学
者
が
参
加
し
て
い
ま�

　
　
　
し
た
。
そ
の
中
に
私
の
商
売
仇�

のU
sanov

教
授
が
い
て
、
初
め
て
話�

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
、�

三
十
五
か
ら
四
十
歳
と
い
う
感
じ
で
、�

若
い
の
に
偉
い
な
と
感
心
し
ま
し
た
。�

彼
は
、
例
の
チ
ュ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発�

事
故
の
あ
っ
た
ち
ょ
っ
と
北
の
ミ
ン
ス�

ク
の
生
命
科
学
研
究
所
の
教
授
で
す
。�

来
年
五
月
に
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ�

っ
て
日
本
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま�

っ
て
い
て
、
中
村
学
園
大
学
に
も
、
来�

て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
き
ま
し
た
。�

彼
と
話
を
で
き
た
の
が
私
に
と
っ
て
一�

つ
の
大
き
な
収
穫
で
し
た
。�

　
さ
て
、
固
い
話
は
こ
の
く
ら
い
に
し�

て
、
学
会
の
内
外
の
話
を
し
た
い
と
思�

い
ま
す
。
ま
ず
、
学
会
の
開
か
れ
た
場�

所
で
す
が
、
あ
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生�

理
学
覚
者
を
決
定
す
る
カ
ロ
リ
ン
ス
カ�

研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
写
真�

（
下
）
の
建
物
は
、
お
そ
ら
く
ノ
ー
ベ�

ル
の
財
産
の
寄
贈
に
よ
っ
て
で
き
た
の�

で
し
ょ
う
。
「
ノ
ー
ベ
ル
研
究
所
細
胞�

分
子
生
物
学
研
究
所
」
と
書
い
て
あ
り�

ま
す
。�

　
研
究
所
の
人
口
に
は
タ
ン
パ
ク
質
を�

protein

と
命
名
し
た
一
人
と
言
わ
れ�

て
い
る
ベ
ル
ツ
ェ
リ
ウ
ス
の
胸
像
が
あ�

り
ま
し
た
。
明
治
以
前
か
ら
研
究
が
行�

わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
研
究�

所
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
人�

の
名
を
挙
げ
る
と
、
最
近
で
は
、
サ
ム�

エ
ル
ソ
ン
（
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
の�

研
究
）
、
オ
イ
ラ
ー
（
神
経
伝
達
物
質�

の
研
究
）
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き�

ま
す
。�

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
、
多
く
の
入
江�

や
島
を
橋
で
め
ぐ
ら
さ
れ
て
で
き
て
い�

て
、
水
と
緑
の
美
し
い
街
で
す
。�

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
の
中
も
ま
さ
に�

緑
あ
ふ
れ
た
す
ば
ら
し
い
研
究
所
で
し�

た
。�

　
国
際
学
会
で
は
、
い
つ
も
楽
し
い
パ�

ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し�

て
、
お
互
い
歓
談
で
き
る
の
も
一
つ
の�

大
き
な
成
果
で
す
。
今
回
は
、
ス
ト
ッ�

ク
ホ
ル
ム
か
ら
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し�

て
、
約
一
時
間
の
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン�

グ
と
、
郊
外
の
美
し
い
島
で
い
わ
ゆ
る�

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ�

り
ま
し
た
。
隣
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ�

ニ
ネ
ン
と
い
う
偉
い
人
が
座
っ
て
い
ま�

し
た
が
、
お
互
い
ジ
ョ
ー
ク
を
言
っ
て�

場
が
盛
り
上
が
る
わ
け
で
す
。�

　
そ
ん
な
具
合
で
学
会
は
終
わ
り
ま
し�

た
が
、
涼
し
い
快
適
な
と
こ
ろ
に
い
て�

七
月
日
本
に
戻
っ
て
き
た
ら
猛
暑
の
毎�

日
、
涼
し
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
戻
り
た�

い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
一
緒�

に
行
っ
た
日
本
人
の
誰
し
も
が
、
「
い�

い
よ
、
ぼ
く
は
も
う
一
回
来
れ
る
か�

ら
…
…
。
」
こ
の
意
味
が
お
わ
か
り
で�

し
ょ
う
か
。
み
ん
な
そ
う
あ
り
た
い
と�

思
っ
て
研
究
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。�



（　8　）� （　7　）�

　
大
学
を
新
設
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
�

な
学
部
を
置
き
、
ど
の
よ
う
な
学
科
を
�

設
け
る
か
は
重
要
な
決
断
に
属
す
る
。
�

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
大
学
設
�

置
の
そ
も
そ
も
の
動
機
が
、
食
物
栄
養
�

に
関
す
る
高
度
の
教
育
研
究
を
行
う
と
�

い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
、
食
物
栄
養
�

学
科
を
置
く
こ
と
に
は
誰
も
異
論
は
無
�

か
っ
た
。
�

　
従
っ
て
学
部
も
必
然
的
に
家
政
学
部
�

に
落
ち
つ
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
部
省
が
�

定
め
た
大
学
設
置
基
準
で
は
、
一
学
部
�

に
二
学
科
以
上
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
�

い
た
。
創
立
者
中
村
ハ
ル
は
熟
慮
の
�

末
、
他
の
一
学
科
は
児
童
学
科
に
す
べ
�

き
で
あ
る
と
の
決
心
を
固
め
ら
れ
た
。
�

　
私
は
早
速
東
京
、
関
西
方
面
の
児
童
�

学
科
を
置
く
大
学
を
訪
ね
実
態
を
調
べ
�

て
廻
っ
た
が
、
結
果
は
悲
観
的
に
な
ら
�

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ど
の
大
学
も
�

「
四
年
制
大
学
の
児
童
学
科
は
余
り
薦
�

め
ま
せ
ん
ね
。学
生
の
集
ま
り
が
悪
い
。
�

短
大
の
方
に
は
受
験
生
が
殺
到
し
ま
す
�

が
ね
」
と
い
う
有
様
な
の
で
あ
る
。
�

　
新
設
す
る
大
学
の
学
部
、
学
科
、
定
�

員
等
は
理
事
会
の
決
議
を
要
す
る
。
こ
�

の
理
事
会
で
、
中
村
ハ
ル
は
「
学
部
＝
�

家
政
学
部
、
学
科
＝
食
物
栄
養
学
科
、
�

児
童
学
科
の
二
学
科
」
で
提
案
さ
れ
�

た
。
理
事
会
で
は
珍
ら
し
く
長
時
間
の
�

論
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
私
は
調
べ
て
き
�

た
他
大
学
の
例
を
挙
げ
、
児
童
学
科
は
�

経
営
的
に
苦
労
の
種
を
作
る
よ
う
な
も
�

の
、
こ
の
際
、
も
う
一
学
科
と
し
て
家
�

政
学
科
の
方
が
無
難
で
あ
る
と
主
張
し
�

た
。
こ
の
席
で
、
中
村
ハ
ル
が
言
わ
れ
�

た
言
葉
が
未
だ
に
記
憶
に
残
っ
て
い
�

る
。
「
私
が
創
り
た
い
大
学
は
、
か
ら
�

だ
作
り
の
基
＝
食
物
栄
養
学
科
、
人
づ
�

く
り
の
基
＝
児
童
学
科
、
是
非
承
認
し
�

て
頂
き
た
い
」
と
。
理
事
の
方
々
も
創
�

立
者
の
教
育
者
と
し
て
の
夢
に
は
抗
す
�

術
も
無
く
提
案
通
り
可
決
さ
れ
、
こ
こ
�

に
児
童
学
科
は
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
�

な
っ
た
。
実
際
、
発
足
後
七
〜
八
年
間
�

は
案
の
定
、
同
学
科
の
学
生
募
集
に
苦
�

労
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
数
年
経
た
�

今
日
、
同
学
科
の
発
展
ぶ
り
を
見
る
と
�

全
く
今
昔
の
感
に
堪
え
な
い
。
�

　
大
学
新
設
に
必
要
な
認
可
申
請
書
類
�

は
昭
和
三
十
九
年
九
月
末
、
文
部
省
に
�

提
出
さ
れ
た
。
い
よ
い
よ
認
可
の
可
否
�

に
つ
い
て
、
文
部
省
内
の
審
査
に
か
か
�

る
訳
で
あ
る
。
審
査
の
過
程
で
書
類
の
�

不
備
や
差
し
替
え
に
即
応
で
き
る
よ
�

う
、
文
部
省
と
の
連
絡
係
と
し
て
櫻
井
�

敬
君
（
故
人
）
、
前
田
文
敏
君
（
後
の
�

大
学
事
務
局
長
、
既
に
退
職
）
を
東
�

　
京
に
常
駐
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
�

　
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
下
旬
頃
の
こ
�

と
で
あ
る
。
朝
の
四
時
頃
電
話
が
か
か
�

っ
て
き
た
。
大
体
、
こ
の
時
刻
に
か
か
�

っ
て
く
る
電
話
は
碗
碌
な
こ
と
は
な
い
�

と
、
不
吉
な
予
感
に
か
ら
れ
な
か
ら
受
�

話
器
を
と
っ
た
が
、
話
の
内
容
が
さ
っ
�

ぱ
り
判
ら
な
い
。
確
か
に
東
京
の
前
田
�

君
の
声
な
の
だ
が
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
で
�

あ
る
。
私
に
は
ピ
ー
ン
と
来
た
。
し
こ
�

た
ま
酒
に
酔
っ
た
声
で
あ
る
。
拙
嗟
に
�

「
お
い
前
田
君
、
こ
の
電
話
は
酒
の
に
�

お
い
が
す
る
ぞ
、
は
っ
き
り
と
話
せ
」
�

と
怒
鳴
り
つ
け
て
や
っ
た
。
�

　
気
を
取
り
直
し
た
前
田
君
の
話
で
�

は
、今
日
、文
部
省
大
学
々
術
局
庶
務
課
�

に
呼
ば
れ
、
「
中
村
学
園
大
学
が
開
学
�

に
当
っ
て
用
意
し
て
い
る
校
地
面
積
が
�

足
り
な
い
。
こ
の
際
自
主
的
に
申
請
を
�

取
り
下
げ
、
出
直
し
た
ら
ど
う
か
」
と
�

の
指
導
を
受
け
た
。
私
共
二
人
は
事
の
�

な
り
行
き
に
居
て
も
立
っ
て
も
お
ら
れ
�

ず
、
や
け
酒
を
呑
み
、
今
や
っ
と
腹
を
�

決
め
て
電
話
を
か
け
た
よ
う
な
次
第
、
�

と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
も
大
�

き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
…
…
し
か
し
こ
�

こ
で
挫
け
て
は
い
け
な
い
と
、
自
ら
を
�

励
ま
し
気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ
て
い
る
�

と
き
、
ふ
っ
と
閃
め
く
も
の
を
感
じ
た
。
�

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
か
つ
て
新
聞
で
�

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
松
川
事
件
（
文
末
�

尾
、
註
参
照
）
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
�

い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
が
上
司
た
る
者
�

の
値
打
ち
と
、
わ
ざ
と
落
ち
つ
い
た
声
�

で
「
前
田
君
、
そ
ん
な
に
気
を
落
す
な
、
�

松
川
事
件
を
見
ろ
、
一
審
死
刑
で
も
二
�

審
は
無
罪
に
な
っ
た
で
は
な
い
か
。
き
�

よ
う
日
は
そ
う
い
う
時
代
だ
。
こ
れ
か
�

ら
か
勝
負
だ
、
巻
き
返
し
に
か
か
る
か
�

ら
」
と
慰
め
電
話
を
切
っ
た
。
�

　
早
速
飛
行
機
の
手
配
を
し
、
理
事
長
�

中
村
ハ
ル
と
私
は
そ
の
日
の
う
ち
に
上
�

京
、
文
部
省
大
学
々
術
局
、
西
田
庶
務
�

課
長
に
お
会
い
し
た
。
西
田
庶
務
課
長
�

も
中
村
ハ
ル
の
大
学
創
設
に
か
け
る
情
�

熱
に
強
く
感
動
さ
れ
た
様
子
で
、
親
切
�

に
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
。
要
す
る
に
�

大
学
開
学
に
当
た
り
、
福
岡
県
か
ら
第
�

一
期
払
い
下
げ
を
受
け
た
校
地
が
狭
い
�

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
ん
ぼ
帰
り
�

で
帰
福
し
、
今
度
は
県
に
払
い
下
げ
契
�

約
第
一
期
分
を
広
く
し
て
買
う
よ
う
、
�

背
水
の
陣
の
気
持
ち
で
陳
情
し
た
。
鵜
�

崎
知
事
、
関
係
当
局
の
方
々
も
私
共
の
�

苦
衷
を
察
せ
ら
れ
、
特
別
の
配
慮
で
文
�

部
省
要
求
通
り
に
措
置
し
て
下
さ
っ
た
�

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
設
置
�

認
可
は
少
し
遅
れ
た
が
、
め
で
た
く
昭
�

和
四
十
年
一
月
二
十
五
日
付
で
頂
く
こ
�

と
が
出
来
た
。
�

（
註
）
松
川
事
件
�

　
昭
和
二
十
四
年
八
月
、
東
北
本
線
松
川
�

駅
近
く
で
列
車
の
脱
線
転
覆
事
故
が
起
こ
�

り
、
国
鉄
労
組
、
東
芝
労
組
員
計
二
十
人
�

の
計
画
的
犯
行
と
し
て
起
訴
さ
れ
一
審
で
�

全
員
有
罪
。
う
ち
五
人
は
死
刑
の
判
決
、
�

二
審
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
判
決
、
最
高
裁
で
�

判
決
棄
却
、
差
し
戻
し
審
の
結
果
全
員
無
�

罪
の
判
決
、
昭
和
三
十
八
年
、
全
員
無
罪
�

確
定
。
�

←
�

←
�

　
第
十
七
回
夏
季
公
開
講
座
が
八
月
二�

日
、
三
日
の
両
日
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で�

開
催
さ
れ
た
。
初
日
の
テ
ー
マ
は
「
二�

十
一
世
紀
に
向
け
た
日
本
人
の
栄
養
の�

諸
問
題
」
―
倉
恒
学
長
が
、
成
人
病
の�

増
加
に
悩
む
先
進
諸
国
と
一
方
で
は
飢�

餓
に
苦
し
む
貧
し
い
国
々
が
あ
る
中�

で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
の
栄
養
に
関�

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
講
演
。
こ
れ
を�

受
け
て
、
栄
養
の
基
礎
の
立
場
か
ら
生�

化
学
の
原
孝
之
助
教
授
、
実
践
の
立
場�

か
ら
栄
養
指
導
の
城
田
知
子
助
教
授
、�

林
辰
美
講
師
が
講
演
さ
れ
た
。�

　
第
二
日
は
「
子
供
の
健
康
を
考
え�

る
」
と
題
し
、
午
前
中
は
体
育
学
の
松�

本
壽
吉
教
授
が
健
康
科
学
の
視
点
か
ら�

幼
児
期
の
生
活
習
慣
と
健
康
の
関
係
を�

講
演
。
午
後
は
声
楽
の
笠
井
キ
ミ
子
助�

教
授
が
、
童
謡
等
の
唱
歌
を
交
え
な
が�

ら
音
楽
に
よ
る
表
現
の
楽
し
さ
に
つ
い�

て
話
さ
れ
た
。�

　
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ�

た
が
、
二
日
間
の
受
講
者
は
延
百
八
十�

五
名
に
も
な
っ
た
。
中
に
は
毎
年
受
講�

さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
ま
た
栄
養�

士
、
幼
稚
園
教
諭
と
い
っ
た
職
業
の
方�

も
受
講
さ
れ
る
の
が
こ
の
夏
季
公
開
講�

座
の
特
色
に
な
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
�
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金�

と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講
座
「
地
域
社�

会
に
お
け
る
福
祉
と
教
育
を
考
え
る
」�

が
、
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
十
月
六
日�

か
ら
左
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
て
い�

る
。�

　
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補�

助
金
の
交
付
が
、
六
月
二
十
二
日
付
で�

決
定
し
た
。
本
学
に
関
す
る
も
の
は
次�

の
と
お
り
。�

―
来
日
の
目
的
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
―
�

　
日
本
に
は
学
会
等
で
何
回
か
来
た
こ
�

と
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
特
に
食
物
栄
�

養
部
門
で
評
価
の
高
い
中
村
学
園
大
学
�

で
ぜ
ひ
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
�

　
主
に
食
品
物
性
に
つ
い
て
研
究
し
た
�

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
大
村
浩
�

久
先
生
、
占
賀
麦
子
先
生
に
い
ろ
い
ろ
�

と
指
導
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。
�

―
中
村
学
園
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
―
�

　
先
生
方
も
熱
心
に
指
導
さ
れ
ま
す
�

が
、
学
生
が
と
て
も
熱
心
に
勉
強
す
る
�

の
が
大
変
印
象
的
で
す
。
ま
た
設
備
や
�

器
具
が
よ
く
揃
っ
て
い
て
す
ば
ら
し
い
�

と
思
い
ま
す
。
�

―
韓
国
で
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
―
�

　
私
は
食
品
栄
養
科
で
教
え
て
い
ま
�

す
が
、
一
学
年
百
六
十
名
ほ
ど
の
う
ち
�

約
80
％
が
栄
養
士
と
し
て
就
職
し
て
い
�

ま
す
。
人
気
は
高
く
、
社
会
的
に
も
地
�

位
が
高
い
職
種
で
す
。
栄
養
士
は
二
月
�

に
行
な
わ
れ
る
国
家
試
験
に
パ
ス
し
な
�

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
韓
国
で
も
調
理
�

科
学
分
野
を
勉
強
す
る
人
が
多
く
な
っ
�

て
い
ま
す
の
で
、
中
村
学
園
で
学
ん
だ
�

こ
と
を
生
か
し
て
、
今
後
も
自
分
の
専
�

門
分
野
を
深
め
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
�

思
っ
て
い
ま
す
。
�

―
福
岡
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
―
�

　
街
が
き
れ
い
で
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
�

ま
す
。
買
い
物
に
も
便
利
で
、
夜
も
遅
�

く
ま
で
お
店
が
あ
い
て
い
る
の
で
大
変
�

助
か
り
ま
す
。
た
だ
（
韓
国
は
市
内
均
�

一
運
賃
で
す
の
で
）
バ
ス
運
賃
が
距
離
�

に
よ
っ
て
ち
が
う
の
に
は
最
初
ち
ょ
っ
�

と
と
ま
と
い
ま
し
た
。
整
理
券
を
と
り
�

忘
れ
る
こ
と
が
け
っ
こ
う
あ
り
ま
し
た
�

ね
。
�

　
大
学
の
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
一
人
住
�

ま
い
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
大
変
親
切
に
�

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
特
に
困
っ
た
こ
�

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
快
適
に
暮
し
て
い
�

ま
す
。
�

▽
脂
肪
の
腸
管
か
ら
の
吸
収
は
な
ぜ
リ
�

　
ン
パ
管
を
経
由
す
る
の
か
�

教
　
授
　
山
元
　
寅
男
（
解
剖
学
）
�

助
　
手
　
水
谷
　
明
子
（
解
剖
学
）
�

▽
セ
ル
ロ
ー
ス
誘
導
体
や
、
糖
質
中
の
�

　
水
の
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
�

教
　
授
　
宮
田
　
奈
美
子
�

　
　
　
（
高
分
子
科
学
・
繊
維
化
学
）
�

▽
チ
ト
ク
ロ
ー
ム
P
―
4
5
0
S
C
C
�

　
と
そ
の
還
元
酵
素
系
と
の
反
応
メ
カ
�

　
ニ
ズ
ム
と
結
合
部
位
の
研
究
�

助
教
授
　
原
　
孝
之
（
生
化
学
）
�

▽
基
礎
代
謝
量
に
対
す
る
活
性
組
織
量
�

　
及
び
脂
肪
組
織
量
の
影
響
に
つ
い
て
�

講
　
師
　
今
井
　
克
己
（
臨
床
栄
養
学
）
�

▽
血
管
反
応
性
亢
進
の
機
序
解
明
�

助
　
手
　
阿
部
志
麿
子
�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
循
環
薬
理
学
）
�

◇
短
期
大
学
教
育
　
教
育
功
労
者
表
彰
�

　
　
食
物
栄
養
学
科
・
食
物
栄
養
科
�

　
　
　
楠
喜
久
枝
教
授
（
調
理
学
）
�

　
本
年
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
短
期
大
�

学
教
育
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
四
十
周
�

年
。
文
部
省
は
、
こ
の
機
会
に
短
期
大
�

学
教
育
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
教
育
関
�

係
者
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
�

　
楠
教
授
は
、
本
学
園
創
立
時
か
ら
一
�

貫
し
て
基
礎
調
理
の
教
育
に
あ
た
っ
て
�

こ
ら
れ
た
。
こ
の
三
十
九
年
間
（
う
ち
�

短
大
二
十
四
年
間
）
の
功
労
に
対
し
、
�

十
月
二
十
五
日
、
国
立
教
育
会
館
に
お
�

い
て
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
状
を
受
け
ら
�

れ
た
。
�
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　私たち、梶田ゼミは「パソコン、�

ワープロ大好き！」「もっと上手�

にワ－プロが打てるようになりた�

い！」と思う学生の集まりで、現�

在、前期ではワープロ、後期では�

パソコンの勉強をしています。�

　梶田先生の目標は、日本商工会�

議所主催ワ－プロ技能検定2級に�

合格する学生を育てること。その�

ため、夏休みには、2級台格を自�

指すゼミ生を対象に週2回特訓が�

行われ、参加者は猛暑の中、汗を�

流しながら難しい問題にもチャレ�

ンジして頑張りました。宿題や特�

訓と結構大変ですが、私たち自身�

の努力によって一人一人が確実に�

実力を身につけていっているよう�

です。�

　そして後期のパソコンでは、B�

ASICで卒業作品のプログラム�

を組むことになつています。頭を�

悩ませそうですか、私たちなりに�

『頑張った』と満足できるような�

作品を残したいと思います。�

　私たちのゼミには、梶田先生の�

他に、3人の助手の先生がおられ、�

4人共おもしろくて優しい先生方�

です。それに、家政科の他のゼミ�

と同じように、茶話会やコンパな�

どをしたり、先輩に就職に関する�

話を聞いたりしています。そして、�

もちろんパソコンでゲームをして�

楽しんでみたり、と息抜きもして�

います。�

◇
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
に
対
す
る
求�

人
票
の
受
付
が
、
六
月
一
日
か
ら
開
始�

さ
れ
た
。
求
人
の
出
足
は
か
な
り
早
目�

で
、
採
用
試
験
も
解
禁
日
の
八
月
二
十�

日
に
集
中
し
た
。
猛
暑
に
明
け
暮
れ
た�

今
年
の
夏
は
、
学
生
達
や
指
導
す
る
教�

職
員
に
と
っ
て
昨
年
以
上
に
大
変
「
暑�

い
夏
」
と
な
っ
た
。�

　
十
月
一
日
か
ら
は
各
企
業
の
採
用
内�

定
開
始
。
学
生
達
か
ら
も
順
次
内
定
の�

う
れ
し
い
声
が
届
け
ら
れ
、
担
当
者
も�

ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
る
し
て
い
る
。
一�

般
事
務
関
係
の
今
後
の
見
通
し
、
ま
だ�

決
ま
っ
て
い
な
い
学
生
に
対
す
る
ア
ド�

バ
イ
ス
を
学
生
課
に
ま
と
め
て
も
ら
っ�

た
。�

◇
六
月
か
ら
八
月
の
三
カ
月
間
に
受
付�

け
た
求
人
件
数
は
五
百
九
十
六
件
、
過�

去
最
高
で
あ
っ
た
。
職
種
と
し
て
は
、�

営
業
職
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
S
�

E

・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
職
が
か
な
り
多
く�

な
っ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
支
店
・
営�

業
所
単
位
の
一
般
事
務
職
の
募
集
は
、�

若
干
名
採
用
と
い
う
所
が
多
く
、
特
に�

人
気
が
集
中
す
る
有
名
企
業
に
は
な
か�

な
か
合
格
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。
し�

た
が
っ
て
単
に
知
名
度
や
会
社
の
所
在�

地
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
情
報�

収
集
活
動
を
心
か
け
る
こ
と
が
大
切
で�

あ
る
。
求
人
の
ピ
ー
ク
は
一
段
落
し
た�

が
、
今
後
も
、
引
き
つ
づ
き
受
け
付
け�

て
い
る
の
で
、
掲
示
の
見
落
し
が
な
い�

よ
う
一
つ
一
つ
こ
ま
め
に
求
人
内
容
を�

検
討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
目
標
と
す
る�

企
業
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
自
己
を�

ア
ピ
ー
ル
し
企
業
研
究
を
お
こ
た
ら
な�

い
こ
と
。�

　
今
年
す
で
に
内
定
を
手
に
し
た
学
生�

は
、
早
い
時
期
か
ら
先
輩
訪
問
や
企
業�

訪
問
を
し
て
お
り
積
極
的
に
動
い
た
こ�

と
が
好
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
未�

決
定
者
は
こ
れ
ま
で
の
就
職
説
明
会
や�

セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
う
一
度�

整
理
し
て
、
今
後
も
あ
き
ら
め
ず
に
活�

動
を
進
め
て
ほ
し
い
。
自
ら
ど
れ
だ
け�

「
動
い
た
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ�

と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た�

い
。
再
募
集
な
ど
の
思
わ
ぬ
情
報
も
あ�

る
の
で
、
窓
口
と
な
る
学
生
課
に
も
よ�

く
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。�

　
な
お
栄
養
士
や
幼
稚
園
・
保
育
園
関�

係
の
求
人
は
、
こ
れ
か
ら
が
本
格
化
す�

る
。
特
に
実
習
先
と
の
つ
な
が
り
や
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
履
歴
書
を�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
け
て
依�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼
し
て
い�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
所
と
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
を
密�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忍
耐
強
く�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
し
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
こ
と�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
肝
要
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。�

　
実
社
会
に
出
て
か
ら
六
ケ
月
が
た
ち
、�

仕
事
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。�

短
期
間
の
、
私
の
数
少
な
い
経
験
か
ら�

で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
人
一
年
生
と�

し
て
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
学
生
時
代
は
個
人
を
評
価
す
る
に
は�

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
と
い
う
方
法
が
多
く�

用
い
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
「
実
社�

会
」で
は
、
そ
れ
に
加
え「
自
分
」
と
い�

う
個
人
を
初
め
て
人
間
性
で
評
価
し
て�

も
ら
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
で
す
か
ら
、
今
ま
で
多
く
の
先
輩
方�

は
私
た
ち
に
「
自
分
自
身
に
つ
い
て
考�

え
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
き
た
の
だ�

と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
言
葉
を
私
も
皆�

様
へ
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
己
分
折
を
十
分�

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。�

過
去
に
お
い
て
自
分
が
ど
の
よ
う
な
環�

境
の
下
で
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
た
き�

た
の
か
、
現
在
の
自
分
は
何
を
考
え
、�

何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
将
来�

自
分
は
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
て
み
た�

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
れ�

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、�

自
分
の
進
む
べ
き
道
、
社
会
の
中
で
進�

む
べ
き
道
の
方
向
が
見
え
て
く
る
で
し�

ょ
う
。�

　
方
向
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
次
に
す
べ�

き
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
力
で
「
前�

へ
」
の
精
神
で
頑
張
っ
て
い
っ
て
欲
し�

い
と
思
い
ま
す
。�

　
具
体
的
に
は
、
「
こ
れ
だ
け
は
絶
対�

に
他
人
に
負
け
な
い
」、「
こ
れ
だ
け
は�

絶
対
に
他
人
に
負
け
た
く
な
い
」
と
思�

え
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。
語�

学
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
と
に
か
く
な�

ん
で
も
よ
い
の
で
す
。
自
分
に
は
何
も�

な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
、
こ
れ
か
ら�

始
め
て
も
決
し
て
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。�

何
か
一
つ
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。�

　
以
上
の
こ
と
が
、
私
が
皆
様
に
ア
ド�

バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
で
す
。�

　
ど
う
か
安
易
な
決
定
や
、
中
途
半
端�

な
妥
協
を
す
る
こ
と
な
く
、
有
意
義
な�

学
生
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。�

（
平
成
二
年
三
月
短
大
食
物
栄
養
科
卒
業
）�

　
私
に
と
っ
て
就
職
活
動
は
、
生
ま
れ�

て
初
め
て
経
験
す
る
無
制
限
耐
久
マ
ラ�

ソ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
今
ま
で�

経
験
し
た
受
験
に
は
い
つ
も
〃
受
験
日
〃�

と
い
う
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い�

つ
求
人
が
来
て
い
つ
結
果
が
出
る
か
全�

く
わ
か
ら
な
い
就
職
活
動
。
そ
れ
は
、�

と
て
も
辛
い
も
の
で
し
た
。�

　
特
に
一
緒
に
活
動
を
続
け
た
友
人
が�

先
に
内
定
し
た
り
、
今
ま
で
何
の
活
動�

も
し
な
か
っ
た
人
が
縁
故
な
ど
で
簡
単�

に
内
定
し
た
り
し
た
時
は 

〃
ど
う
し
て�

私
だ
け
…
。
〃
と
悲
観
的
に
な
っ
た
り�

も
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
私
の
支
え�

に
な
っ
た
も
の
は
、
「
決
し
て
妥
協
は�

し
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
五
月
か
ら�

半
年
以
上
も
就
職
活
動
を
続
け
た
と
い�

う
意
地
と
誇
り
だ
け
で
し
た
。�

　
私
の
場
合
、
十
二
月
に
現
在
勤
務
す�

る
会
社
か
ら
の
求
人
が
舞
い
込
み
、
一�

度
は
捨
て
た
音
楽
に
携
わ
る
仕
事
と
い�

う
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
す
べ
て
を
賭�

け
、
そ
の
結
果
内
定
を
頂
く
こ
と
が
で�

き
ま
し
た
。
幼
児
教
育
科
の
学
生
が
企�

業
へ
就
職
す
る
場
合
、
就
職
活
動
の
時�

期
が
ち
ょ
う
ど
実
習
と
ぶ
つ
か
る
と
い�

う
障
害
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、そ
の
障�

害
も
考
え
方
に
よ
っ
て
は
学
生
時
代
一�

番
の
思
い
出
と
し
て
面
接
の
際
自
己
P
�

・
R
の
最
強
の
武
器
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
自
棄
に
な
ら
す�

現
実
を
見
据
え
た
う
え
で
今
出
来
る
事�

を
精
一
杯
や
る
こ
と
で
す
。
親
身
に
な�

っ
て
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
が
中
村�

学
園
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か�

ら
、
そ
れ
が
出
来
な
い
わ
け
が
あ
り
ま�

せ
ん
。�

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
る
苦
し
い
季
節
。�

ま
だ
内
定
が
決
ま
っ
て
い
な
い
後
輩
へ�

贈
る
言
葉
は
、
あ
り
き
た
り
で
す
が
、�
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”
そ
れ
だ
け
で
す
。�

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と
、
一
メ
ー
ト
ル
！�

（
平
成
二
年
三
月
短
大
幼
児
教
育
科
卒
業
）�

　
夏
の
暑
い
中
、
養
護
施
設
で
十
日
間�

の
泊
り
込
み
実
習
を
初
め
て
体
験
し
ま�

し
た
。
施
設
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
と�

違
い
、
三
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
の
幅
広�

い
年
齢
の
子
供
達
が
い
ま
す
。
そ
の
子�

供
達
一
人
一
人
に
言
葉
か
け
し
た
り
、�

触
れ
あ
っ
て
溶
け
こ
ん
で
い
く
の
に
最�

初
は
す
と
く
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。�

こ
う
い
う
私
の
気
持
ち
と
は
反
対
に
、�

実
習
生
慣
れ
し
て
い
る
ら
し
く
子
供
達�

の
方
か
ら
話
し
か
け
て
く
れ
、
初
日
の�

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。�

　
子
供
達
は
、
活
発
で
伸
び
伸
び
し
て�

い
る
の
で
す
が
、
親
の
事
や
家
の
事
を�

話
し
て
い
る
時
な
ど
は
、
明
る
い
中
に�

も
淋
し
さ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し�

た
。
施
設
に
は
い
る
ん
な
理
由
、
家
庭�

的
な
事
情
で
、
親
と
一
緒
に
生
活
で
き�

な
い
子
供
達
が
集
団
生
活
を
し
て
い
ま�

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
は
大
き
な�

傷
を
持
っ
て
い
る
子
供
も
少
な
く
あ
り�

ま
せ
ん
。
な
か
な
か
集
団
生
活
に
入
れ�

ず
、
一
人
で
い
る
子
も
い
ま
す
。
中
学�

生
、
高
校
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
自
分�

の
世
界
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
反
発
し
た�

り
も
し
ま
す
。
個
性
豊
か
な
子
供
達
一�

人
一
人
の
性
格
を
理
解
し
て
、
集
団
の�

中
で
い
か
に
良
い
方
向
に
導
い
て
や
れ�

る
か
、
少
し
で
も
家
庭
に
近
い
安
定
し�

た
生
活
・
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ�

う
に
し
て
や
れ
る
か
が
重
要
だ
と
思
い�

ま
し
た
。�

　
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
子
供
と
の�

信
頼
関
係
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
子�

供
に
と
っ
て
先
生
と
い
う
の
は
親
み
た�

い
な
も
の
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
心
を�

ひ
ら
い
て
全
身
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
ぐ�

ら
い
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
必
要�

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
実
習
は
、
泣
い
た
り
笑
っ
た�

り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
り
し
た
事
も�

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
十
日
間
と
い�

う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
よ
い
経
験
が�

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
実
習
と
い
う
よ�

り
む
し
ろ
、
人
間
と
し
て
私
自
身
を
考�

え
直
し
て
み
た
り
、
自
分
の
甘
さ
に
気�

付
い
て
み
た
り
す
と
く
勉
強
に
な
り
ま�

し
た
。�

　
施
設
で
の
仕
事
は
、
雑
用
が
多
い
と�

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
子
供
達
の
世
話�

を
し
な
が
ら
、
生
活
を
共
に
す
る
こ
と�

で
、
よ
い
方
向
に
成
長
し
て
い
く
よ
う�

に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
仕�

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

　
実
習
で
得
た
様
々
な
体
験
を
も
と
に�

よ
き
母
親
、
よ
き
保
育
者
に
な
れ
る
よ�

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

あ
り
、
学
校
の
勉
強
だ
け
で
は
足
り
な�

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ�

の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
実
習
生
だ
け
で
お
や
つ
を
作
っ
て
、�

病
棟
の
患
者
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
っ
た�

時
の
こ
と
で
す
。
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と�

り
に
配
っ
て
い
る
と
、
あ
る
お
ば
あ
さ�

ん
が
「
糖
尿
病
だ
か
ら
食
べ
れ
な
い
」�

と
、
寂
し
そ
う
な
表
情
で
言
う
の
で�

す
。
で
も
、
私
た
ち
は
そ
う
い
う
患
者�

さ
ん
の
た
め
に
、
マ
ー
ビ
ー
を
使
っ
た�

お
や
つ
を
別
に
作
っ
て
い
た
の
で
「
食�

べ
れ
る
よ
う
に
作
っ
て
あ
り
ま
す
か�

ら
、
こ
れ
を
食
べ
て
も
い
い
ん
で
す�

よ
」
と
勧
め
る
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う�

に
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が�

作
っ
た
も
の
を
患
者
さ
ん
が
本
当
に
喜�

ん
で
食
べ
て
く
れ
て
る
ん
だ
と
思
う�

と
、
私
も
嬉
し
く
な
っ
て
、
胸
が
あ
つ�

く
な
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
に
食
事
に�

つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
理
解�

し
納
得
し
て
も
ら
う
ま
で
に
は
、
大
変�

な
努
力
と
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す�

が
、
患
者
さ
ん
が
そ
れ
を
食
べ
て
く
れ�

た
時
の
栄
養
士
の
感
動
は
と
て
も
大
き�

い
と
思
い
ま
す
。�

　
栄
養
士
に
は
、
献
立
作
成
や
栄
養
指�

導
な
ど
大
切
な
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り�

ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
あ
ら
ゆ
る
人�

た
ち
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
か
な
い�

と
、
せ
っ
か
く
お
い
し
く
食
事
を
食
べ�

て
も
ら
う
た
め
に
考
え
た
こ
と
が
台
無�

し
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も�

学
び
ま
し
た
。
栄
養
士
が
た
て
た
献
立�

を
作
る
調
理
師
さ
ん
、
食
事
を
温
か
い�

う
ち
に
病
室
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
看
護�

婦
さ
ん
、
そ
し
て
、
食
事
の
こ
と
を
理�

解
し
て
食
べ
て
く
れ
る
患
者
さ
ん
達
と�

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
栄
養
士
に�

と
っ
て
大
切
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い�

た
時
、
栄
養
士
と
い
う
の
は
本
当
に
大�

変
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、�

そ
れ
だ
け
や
り
甲
斐
の
あ
る
職
業
だ
と�

思
い
ま
す
。�

　
私
に
と
っ
て
、
こ
の
二
週
間
の
病
院�

実
習
は
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
、�

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
親
切
に�

多
く
の
こ
と
を
と
指
導
く
だ
さ
っ
た
栄�

養
士
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま�

す
。
「
私
は
や
っ
ぱ
り
栄
養
士
に
な
る�

ん
だ
」
と
心
に
決
め
、
お
世
話
に
な
っ�

た
病
院
を
後
に
し
ま
し
た
。�

　
私
は
、
佐
世
保
市
に
あ
る
長
崎
労
災�

病
院
で
二
週
間
実
習
を
し
ま
し
た
。
現�

場
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん�
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　最近、音楽の勉強を楽しく想う�

ことがあります。�

　小さいころ、よく歌ったメロデ�

イが浮かんできます。「靴がなる」�

「責い目の人形」「カナリヤ」な�

ど、考えて見ると童謡で育ったん�

だなと思います。そして今も、こ�

れらの歌は声に出さなくても心に�

響いてきます。�

　子供のころのさまざまな出会い、�

発見と同じように、歌との出会い�

はとても貴重で、言葉にあらわせ�

ない程の情感に溢れています。�

　こうした歌をただ無邪気に歌っ�

ていたころから徐々に、歌の故郷�

や作詩、作曲者を知り、歴史の重�

みと共に知識が膨らんできます。�

そして改めてその歌の真価を知る�

ことができます。�

　現在は少しずつ文献も増え、楽�

譜も豊富になり、音楽を読むことも�

容易になりました。一曲の歌から、�

数冊の本との出会いも生まれます。�

　また、わらべうたや文部省唱歌か�

ら、外国の歌へのつながりか分か�

ります。わらべうたこ見られる音�

階は各国の民族音楽と通じていま�

すし、唱歌のなかには外国の民謡�

や歌曲などを原曲としたものが多�

くあります。�

　例えば、唱歌「霞か雲か」は、�

原曲がドイツの歌で、その詩との�

みごとな調和に出会うことは新た�

な感動を味わうものです。�

　最近の歌は作曲技法も複雑にな�

り表現法も多種多様です。しかし�

子供達にとっては楽しく歌いやす�

い歌というのは、大きな魅力のひ�

とつなのではないでしようか。�

　歌はうたい継がれなければなり�

ません。子供達の歌との出会いが�

心の琴線に触れ、生涯の基盤とな�

るものであって欲しいと思います。�

　
児
童
教
育
学
専
攻
の�

卒
業
生
を
中
心
に
、
児�

童
教
育
に
関
わ
る
待
望�

の
学
び
の
組
識
が
八
月�

十
八
日
、
西
一
号
館
大�

講
義
室
に
お
い
て
会
員�

百
三
十
人
で
ス
タ
ー
ト�

し
た
。
小
学
校
に
勤
務�

す
る
各
地
の
卒
業
生
か�

ら
の
声
が
、
よ
う
や
く�

結
実
し
た
わ
け
で
あ
る
。�

　
ま
ず
は
第
一
回
卒
業�

生
で
固
め
た
発
起
人
会�

が
、
六
月
九
日
午
後
三�

時
か
ら
本
学
の
西
一
号�

館
「
教
職
課
程
研
究
セ�

ン
タ
ー
」
で
持
た
れ�

た
。
早
速
、
会
則
案
の�

検
討
が
な
さ
れ
、
拡
大�

発
起
人
会
や
今
後
の
歩�

み
な
と
に
つ
い
て
暑
く�

長
い
夏
の
日
の
薄
暮
ま
で
熱
心
な
話
し�

合
い
が
続
い
た
。
夏
休
み
中
の
そ
れ
ぞ�

れ
の
学
校
の
諸
行
事
の
間
隙
を
縫
っ�

て
、
準
備
会
を
重
ね
る
こ
と
四
回
。�

　
「
発
会
趣
意
書
」
「
結
成
の
集
い
の�

案
内
文
案
」
「
会
則
案
」
「
返
信
ハ
ガ�

キ
の
書
式
」
等
が
練
り
上
げ
ら
れ
、
一�

方
、
振
替
口
座
の
開
設
、
ゴ
ム
印
の
注�

文
、
封
筒
・
ハ
ガ
キ
の
買
入
れ
、
コ
ン�

ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
打
出
し
た
七
百
五
十�

人
に
及
ぶ
住
所
氏
名
ラ
ベ
ル
の
貼
付
な�

ど
学
内
の
助
手
の
方
々
の
適
切
・
機
敏�

な
助
力
を
い
た
だ
い
て
、
案
内
状
の
発�

送
を
終
え
た
の
は
七
月
中
旬
で
あ
っ�

た
。
会
則
の
要
点
を
左
に
。�

○
本
会
は
、
児
童
教
育
に
関
す
る
研
究�

・
実
践
の
情
報
を
交
換
し
、
会
員
相
互�

　
に
資
質
の
向
上
を
図
る
を
目
的
と
す�

　
る
。
　
　
　
　
　
　
（
第
二
条
）�

○
本
会
の
活
動
　
　
　
（
第
三
条
）�

・
会
誌「
児
童
教
育
の
ひ
ろ
ば
」の
刊
行�

・
目
的
達
成
に
必
要
な
活
動�

○
本
会
の
会
員
　
　
　
（
第
四
条
）�

〈
正
会
員
〉�

　
1
　
本
学
児
童
教
育
学
専
攻
の
卒
業�

　
　
生
並
び
に
在
学
生
で
希
望
す
る
も�

　
　
　
の�

　
2
　
本
学
及
び
中
村
学
園
短
期
大
学�

　
　
の
卒
業
生
で
希
望
す
る
も
の�

〈
特
別
会
員
〉
児
童
学
科
の
教
員�

　
会
長
（
井
上
勇
）
・
役
員
も
決
ま
り
、�

倉
恒
学
長
の
祝
辞
の
後
、
糸
永
敏
明
君�

の
長
縄
連
続
跳
び
に
取
り
組
ん
だ
作
文�

指
導
の
実
践
報
告
が
な
さ
れ
深
い
感
動�

を
呼
ん
だ
。
続
い
て
三
原
助
教
授
か�

ら
、
実
践
記
録
を
ど
う
考
え
ど
う
生
か�

す
か
の
講
話
が
あ
っ
た
。�

　
こ
の
後
、
一
階
喫
茶
室
に
移
動
。
約�

五
十
人
の
会
員
に
、
中
村
久
雄
理
事
長�

・
倉
恒
学
長
・
三
好
学
科
長
を
は
じ�

め
、
児
童
学
科
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ�

て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。
な
ご
や
か
な�

交
歓
の
中
に
も
新
た
な
決
意
を
胸
に
温�

め
て
午
後
二
時
散
会
し
た
。
本
会
が
会�

員
の
「
学
び
の
場
」
と
し
て
大
き
く
成�

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。�

　
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
主
催
の
夏
期
講�

習
会
が
、
九
月
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で�

開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
汎
用
コ
ン
ピ
ュ�

ー
タ
の
端
末
操
作
と
統
計
処
理
プ
ロ
グ�

ラ
ム
の
利
用
方
法
に
加
え
、
新
た
に
普�

段
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
さ
わ
る
機
会
の
無�

い
人
達
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
入�

門
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
た
。�

　
講
師
は
、
酒
見
助
教
授
、
梶
田
講�

師
、
石
丸
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
主
任
の�

三
人
。
受
講
生
は
学
生
、
教
職
員
合
わ�

せ
て
延
二
百
五
十
五
名
と
な
っ
た
。
わ�

か
り
易
い
丁
寧
な
指
導
に
、
初
め
て
参�

加
し
た
受
講
生
は
、
「
む
ず
か
し
い
も�

の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
す�

が
、
こ
れ
な
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
お
友�

達
に
な
れ
そ
う
」
と
語
っ
て
い
た
。�

　
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま�

で
の
二
十
二
日
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅�

行
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
八
ケ
国
十
五�

の
都
市
を
廻
り
ま
し
た
。�

　
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
旅
行�

で
あ
り
、
多
少
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た�

が
、
い
ざ
出
発
し
て
み
る
と
同
行
の
皆�

さ
ん
と
も
す
ぐ
親
し
く
な
り
大
変
良
き�

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
十
五
の
都
市�

す
べ
て
が
素
晴
し
か
っ
た
の
で
す
が
、�

と
く
に
印
象
に
残
っ
た
都
市
に
つ
い
て�

感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
シ
ベ
リ
ア
大
陸
を
横
断
す
る
K
L
M
�

オ
ラ
ン
ダ
航
空
の
直
行
便
に
て
、
一
路�

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
。
今
回
の
コ
ー
ス�

は
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
入
り
イ
タ
リ
ア
、
オ�

ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
フ�

ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
と
北
上
し
て
い
く�

の
で
古
代
か
ら
中
世
、
そ
し
て
近
世
へ�

と
移
っ
て
い
く
様
子
が
よ
く
分
り
ま
し�

た
。
中
で
も
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、�

ス
イ
ス
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
ギ
リ
シ
ャ
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に�

あ
る
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
を
は
じ
め
、
国�

立
考
古
学
博
物
館
の
数
多
く
の
彫
像
、�

陶
器
類
、
装
飾
品
等
実
に
素
晴
し
い
も�

の
ば
か
り
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
素�

朴
な
人
間
性
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
大
変�

お
お
ら
か
で
あ
り
、
人
情
味
あ
る
人
々�

と
出
会
い
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
の
サ
ン
ピ�

エ
ト
ロ
大
寺
院
、
コ
ロ
ッ
セ
オ
や
ナ
ポ�

リ
、
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ�

美
術
館
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
広
場
の
彫�

像
な
ど
目
を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で
し�

た
。�

　
ま
た
ス
イ
ス
で
は
森
と
湖
に
囲
ま
れ�

た
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
町
が
と
て
も
美
し�

く
、
ロ
イ
ス
川
に
か
か
る
木
橋
（
カ
ベ�

ル
橋
）
に
は
多
く
の
板
絵
が
飾
ら
れ
、�

川
畔
を
歩
く
人
々
の
姿
と
川
の
流
れ
が�

自
然
に
と
げ
込
み
と
て
も
情
緒
的
で
し�

た
。
一
方
、
雄
大
な
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ�

ッ
ホ
や
静
か
な
レ
マ
ン
湖
に
浮
ぶ
シ
オ�

ン
城
な
ど
、
自
然
の
美
を
見
る
こ
と
が�

で
き
ま
し
た
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
個
人
を
尊
重
し
、�

物
や
道
具
を
大
切
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ�

ら
を
後
世
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
気�

持
ち
が
ど
こ
を
廻
っ
て
も
伝
わ
っ
て
き�

ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
際
化
、�

情
報
化
し
て
い
く
中
で
私
も
こ
れ
を
機�

に
広
い
視
野
に
立
ち
仕
事
を
行
っ
て
い�

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
管
理
栄
養
士
専
攻
四
回
生
と
し
て
卒�

業
後
、
も
う
二
十
年
近
い
歳
月
が
た
ち�

ま
す
。
今
は
亡
き
恩
師
、
馬
場
久
先
生�

の
勧
め
で
、
富
士
五
湖
の
一
つ
河
口
湖�

畔
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ス
イ
ス
料
理
の�

勉
強
か
ら
私
の
道
が
始
ま
り
、
ス
イ�

ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
を
経�

て
、
今
パ
リ
の
ホ
テ
ル
・
プ
ラ
ザ
ア
テ�

ネ
で
十
五
年
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
を�

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
二
人
目
の
男
児
誕
生
に
よ
り
、
精
神�

的
に
だ
い
ぶ
落
ち
つ
い
て
き
た
よ
う
に�

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
子
育
て
と�

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
の
達
成
と
を
両�

立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
荷
を
背
負�

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

　
子
供
達
に
は
日
本
語
が
し
ゃ
べ
れ
る�

よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で
い�

ま
す
が
、
何
し
ろ
周
り
が
仏
語
の
世�

界
。
日
本
で
考
え
ら
れ
て
い
る
程
、
簡�

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
男
誕
生
の
日�

か
ら
、
彼
に
は
日
本
語
で
話
し
か
け
て�

い
ま
す
が
、
返
事
は
仏
語
で
返
っ
て
き�

て
い
ま
し
た
。�

　
我
々
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
聞
き
、�

話
せ
る
母
国
語
に
対
し
て
、
あ
ま
り
に�

も
無
頓
着
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

何
に
も
苦
労
せ
ず
に
話
せ
る
よ
う
に
な�

る
母
国
語
に
対
し
、
勉
強
す
る
の
に
大�

変
苦
し
い
外
国
語
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と�

も
っ
と
大
切
に
な
る
外
国
語
、
小
さ
い�

頃
か
ら
の
訓
練
が
大
切
と
思
い
ま
す
。�

　
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
の
達
成
に
つ�

い
て
は
、
人
生
が
二
回
あ
っ
て
も
足
り�

な
い
く
ら
い
や
り
た
い
事
ば
か
り
で
、�

何
を
書
い
た
ら
い
い
の
か
…
…�

　
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
も
う
二
十
年�

近
い
経
験
な
の
に
、
何
と
知
ら
な
い
こ�

と
が
多
い
こ
と
か
。
ま
だ
ま
だ
修
業
が�

必
要
で
、
も
う
少
し
暇
が
で
き
た
時
点�

で
有
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン
に
で
も
研
修
に�

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
に
仏
語
、
日
常
生
活
に
は
困
ら�

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
何
か
を
深
く
知�

ろ
う
と
す
る
と
や
っ
ぱ
り
限
界
が
あ
る�

よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
訓
練
の�

必
要
が
多
い
よ
う
で
す
。�

　
英
語
に
つ
い
て
は
中
学
、
高
校
と
一�

人
前
に
は
勉
強
し
ま
し
た
が
、
日
本
も�

フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
会
話
教
育
不
十
分�

の
た
め
、
今
の
私
の
段
階
で
は
仏
語
の�

方
が
理
解
で
き
る
よ
う
で
す
。
や
は
り�

言
葉
の
勉
強
に
は
、
若
い
時
に
そ
の
国�

へ
行
っ
て
慣
れ
る
の
が
一
番
良
い
の
で�

し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
機
会
が�

あ
れ
ば
、
英
国
に
も
仕
事
を
し
に
行
き�

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
に
も
う
一
つ
、
も
っ
と
勉
強
し�

た
い
の
が
、
大
学
卒
業
後
日
本
で
始�

め
、
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
で
先
生
に
つ
い
て�

続
け
て
い
る
油
絵
で
す
。
モ
ン
テ
カ
ル�

ロ
で
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
イ
タ
リ
ア�

が
近
い
た
め
、
よ
く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や�

ベ
ニ
ス
へ
出
か
け
、
絵
や
建
築
物
を
見�

に
行
っ
た
も
の
で
す
。
日
本
も
美
し
い�

け
れ
ど
、
イ
タ
リ
ア
も
美
し
い
。
こ
の�

二
つ
の
美
し
い
文
化
を
統
合
で
き
れ�

ば
、
何
と
素
晴
ら
し
い
世
界
が
で
き
る�

で
し
ょ
う
か
。�

　
一
生
退
屈
し
な
い
た
め
に
と
思
い
た�

っ
て
こ
の
職
業
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、�

今
は
逆
に
忙
し
さ
に
追
い
回
さ
れ
て
い�

る
毎
日
で
す
。�

　
（
一
九
九
〇
年
九
月
四
日
パ
リ
に
て
）�

　
現
在
の
日
本
で
は
、
官
・
民
と
も
に�

経
済
至
上
主
義
に
よ
る
自
然
破
壊
が
進�

行
し
て
い
る
。
去
る
七
月
二
十
八
日
に�

も
そ
の
よ
う
な
様
子
が
テ
レ
ビ
で
放
映�

さ
れ
（
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
日
本
リ�

ゾ
ー
ト
列
島
・
ふ
る
さ
と
の
風
景
が
か�

わ
る
と
き
）、胸
が
痛
む
想
い
で
視
た
人�

は
、
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。�

　
と
こ
ろ
で
、
真
の
自
然
保�

護
の
原
点
は
自
然
体
験
に
あ�

る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
は
仕�

事
の
性
質
上
、
野
外
に
出
る�

こ
と
が
多
く
、
そ
れ
な
り
に�

自
然
体
験
を
積
ん
で
来
た
つ�

も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、�

こ
の
本
に
出
会
い
、
自
然
と�

の
つ
き
合
い
が
ま
だ
ま
だ
足�

り
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ�

れ
た
。�

　
著
者
の
菊
屋
奈
良
義
さ
ん
は
、
大
分�

の
自
称
田
舎
っ
ぺ
え
人
間
、
幼
時
か
ら�

の
豊
富
な
自
然
体
験
で
身
に
つ
け
た
自�

然
観
を
基
に
、
現
在
活
発
に
自
然
観
察�

の
指
導
、
自
然
保
護
活
動
な
ど
に
取
り�

組
ん
で
お
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本�

の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
も
大
分�

県
の
も
の
が
多
く
、
同
じ
九
州
に
住
む�

わ
れ
わ
れ
に
は
馴
染
み
易
い
。�

　
著
者
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、�

こ
の
本
は
単
な
る
自
然
観
察
の
マ
ニ
ュ�

ア
ル
で
は
な
い
。
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に�

と
び
込
み
、
自
然
と
裸
の
つ
き
合
い
を�

す
る
時
、
そ
こ
に
は
ド
キ
ド
キ
す
る
よ�

う
な
自
然
が
存
在
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ�

　
　
　
　
る
自
然
観
察
の
心
と
も
い
う�

　
　
　
　
べ
き
も
の
が
示
さ
れ
て
い�

　
　
　
　
る
。
こ
の
よ
う
な
つ
き
合
い�

　
　
　
　
を
通
し
て
得
ら
れ
た
自
然
観�

　
　
　
　
に
基
づ
い
て
、
自
然
保
護
活�

　
　
　
　
動
の
あ
り
か
た
に
も
、
示
唆�

　
　
　
　
に
富
ん
だ
提
示
が
な
さ
れ
て�

　
　
　
　
お
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
子
育�

　
　
　
　
て
論
に
も
及
ぶ
。�

　
　
　
　
　
私
は
で
き
る
だ
け
多
く
の�

　
　
　
　
人
が
、
自
然
を
理
解
す
る
た�

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、ま
た
、自
然�

保
護
活
動
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
本�

を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。�

　
最
後
に
、
印
象
に
残
っ
た
文
章
を
一�

つ
。�

「
生
命
は
誕
生
し
な
い
。
伝
承
す
る
だ�

け
。
」�
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あ
さ
ひ
幼
稚
園�

壱
岐
幼
稚
園�

三
陽
中
学
校�

三

陽

高

校�

中
村
学
園
女
子
高
校�

空
は
澄
み
渡
る�

ス
ポ
ー
ツ
の
秋�

思
索
の
秋
　
芸
術
の
秋�

旅
行
の
秋�

飛
行
機
雲
が
一
筋�

秋
の
思
い
出
…
…
見
つ
け
た
？�

博
士
号
学
位
取
得�

教

職

員

の

動

き

�

編�

集�

後�

記�

◇
「
先
生
、
来
て
来
て
、
早
く
来
て
、�

か
え
る
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
！
」�

　
園
児
の
一
人
が
、
赤
土
山
か
ら
叫
び�

な
が
ら
走
っ
て
き
た
。
「
ほ
ら
、
か
え�

る
の
手
が
い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
！
」
ま
る�

で
宝
物
を
見
つ
け
た
よ
う
に
語
る
園
児�

の
指
さ
す
方
を
見
上
げ
た
先
生
は
、
思�

わ
ず
「
な
る
ほ
ど
」
と
感
心
し
て
し
ま�

っ
た
。
か
え
る
の
手
の
正
体
は
い
ち
ょ�

う
の
木
の
葉
っ
ぱ
だ
っ
た
。�

◇
二
学
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
あ
る�

朝
、
園
児
た
ち
が
桜
の
木
を
取
り
囲�

み
、
上
を
見
て
大
さ
わ
ぎ
。
そ
こ
に
は�

一
匹
の
ヘ
ビ
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
、
園�

児
と
に
ら
め
っ
こ
。
夏
休
み
の
間
、
の�

ん
び
り
と
園
庭
で
す
ご
し
て
い
た
ヘ
ビ�

も
、
ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
登
園
し
て�

き
た
元
気
な
あ
さ
ひ
っ
子
に
び
っ
く
り�

し
た
よ
う
だ
っ
た
。�

い
て
き
た
。
秋
、
秋
、
秋
！
　
秋
の
深�

ま
り
の
中
で
、
子
供
達
が
楽
し
み
に
し�

て
い
る
行
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
園
庭�

で
作
っ
て
い
る
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
。�

そ
の
日
は
み
ん
な
で
芋
掘
り
だ
。
と
れ�

た
も
の
は
焼
き
芋
に
し
て
、
残
っ
た
ら�

お
母
さ
ん
へ
お
み
や
げ
だ
。
園
児
も
お�

母
さ
ん
も
先
生
も
、
み
ん
な
が
こ
の
日�

を
待
っ
て
い
る
。�

◇
十
一
月
一
日
は
来
年
度
の
入
園
申
込�

受
付
開
始
日
。
今
年
は
、
特
に
三
歳
児�

の
入
園
希
望
が
多
い
よ
う
だ
。
二
歳
ま�

で
は
、
家
庭
の
中
で
親
と
一
諸
に
過
ご�

す
方
が
情
緒
の
安
定
に
は
良
い
。
で
も�

三
歳
に
な
る
と
子
供
は
外
の
世
界
を
求�

め
る
社
会
性
が
芽
ば
え
て
く
る
そ
う�

だ
。
幼
稚
園
に
は
可
愛
い
お
友
達
が
い�

っ
ぱ
い
。
小
さ
な
園
児
達
も
元
気
に
遊�

び
ま
わ
っ
て
い
る
。�

床
岬
か
ら
わ
ず
か
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、�

霧
の
向
こ
う
に
国
後
島
を
望
ん
だ
と
き�

は
、
厳
と
し
て
存
在
す
る
国
境
の
地
の�

緊
張
を
肌
で
感
じ
た
よ
う
だ
っ
た
。�

　
自
然
・
風
土
・
歴
史
な
ど
修
学
旅
行�

で
学
ぶ
も
の
は
多
い
が
、
そ
れ
に
加
え�

て
、
当
面
す
る
政
治
課
題
に
触
れ
た
旅�

で
も
あ
っ
た
。�

返
さ
れ
る
ボ
ー
ル
、
ま
る
で
ボ
ー
ル
は�

マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
よ
う
に
空
中
を�

乱
舞
し
て
い
た
。�

　
五
月
に
入
っ
て
、
け
だ
る
さ
を
感
じ�

る
い
わ
ゆ
る
五
月
病
に
か
か
っ
た
新
入�

生
に
と
っ
て
、
躍
動
す
る
若
鮎
た
ち
の�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
風
景
は
、
き
っ
と
彼
等�

に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で�

は
な
か
ろ
う
か
。�

◇
今
年
は
創
立
三
十
周
年
。
こ
の
記
念�

に
、
何
か
思
い
出
に
残
る
も
の
は
で
き�

な
い
か
。
い
ろ
い
ろ
思
案
し
た
結
果
ま�

と
ま
っ
た
の
が
、
最
近
流
行
し
て
い
る�

人
文
字
。
十
月
四
日
木
曜
日
。
全
校
生�

徒
二
千
二
百
人
余
が
校
庭
に
集
合
。
初�

め
て
の
挑
戦
に
大
賑
い
で
悪
戦
苦
闘
す�

る
こ
と
約
一
時
間
。
長
さ
四
十
五
m
、�

幅
二
十
八
m
の
水
仙
の
花
を
あ
し
ら
っ�

た
巨
大
な
校
章
が
完
成
し
た
。
こ
の
日�

に
作
っ
た
人
文
字
は
航
空
写
真
に
と�

り
、
生
徒
一
人
一
人
に
記
念
品
と
し
て�

配
ら
れ
る
予
定
だ
。�

　
ヒ
ョ
ン
な
こ
と
か
ら
全
日
本
男
子
バ�

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招
聘
す
る
こ
と�

に
な
っ
た
。
特
に
新
入
生
に
活
気
を
呼�

び
も
ど
す
こ
と
が
、
今
年
の
一
般
教
養�

科
の
文
化
活
動
の
一
環
に
あ
っ
た
の�

で
、
全
日
本
男
子
バ
レ
ー
選
手
団
を
招�

い
た
ら
と
い
う
意
見
が
教
養
科
会
議
で�

検
討
さ
れ
直
ち
に
実
行
に
移
さ
れ
た
。�

実
は
全
日
本
男
子
の
南
監
督
は
、
か
つ�

て
桜
井
教
授
が
高
校
生
時
代
バ
レ
ー
部�

で
た
た
き
あ
げ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の�

道
を
ひ
ら
い
て
や
っ
た
教
え
子
と
い
う�

こ
と
も
あ
っ
て
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話�

が
決
ま
っ
た
。�

　
六
月
二
十
八
日
、
南
監
督
以
下
二
十�

数
名
の
選
手
団
が
来
校
し
た
。
短
身
の�

私
が
、
身
長
二
メ
ー
ト
ル
近
い
選
手
団�

を
体
育
館
へ
案
内
し
て
い
く
姿
は
、
ま�

る
で
小
人
の
ピ
エ
ロ
が
巨
人
た
ち
を
引�

き
連
れ
て
い
く
よ
う
で
、
み
じ
め
な
思�

い
を
し
た
も
の
だ
。�

　
公
開
練
習
が
始
っ
た
。
ウ
オ
ー
ミ
ン�

グ
ア
ッ
プ
の
激
し
い
動
き
を
目
の
前
で�

見
て
い
る
か
ぎ
り
、
伸
び
や
か
な
ジ
ャ�

ン
プ
は
、
荒
野
を
突
っ
走
る
豹
の
よ
う�

で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
人
気
絶
頂
の
若�

い
選
手
た
ち
は
女
子
学
生
の
前
に
曝
さ�

れ
、
彼
等
の
一
つ
一
つ
の
行
動
が
学
生�

た
ち
の
熱
い
声
援
や
黄
色
い
嬌
声
の
的�

に
な
っ
た
。
体
育
館
の
天
井
す
れ
す
れ�

ま
で
あ
が
る
ボ
ー
ル
、
猛
烈
な
音
を
た�

て
て
た
た
き
つ
け
ら
れ
る
ボ
ー
ル
、
片�

手
で
レ
シ
ー
ブ
さ
れ
、
相
手
側
に
打
ち�

◇
九
月
十
六
口
に
行
わ
れ
た
高
校
と
の�

合
同
運
動
会
。
一
年
中
か
ら
三
年
生
ま�

で
全
員
が
行
う
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
体
列�

変
換
）
、
成
長
期
に
あ
る
だ
け
に
、
体�

の
人
き
さ
は
様
々
だ
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ�

展
開
ぶ
り
は
、
よ
く
練
習
さ
れ
て
い
て�

美
し
か
っ
た
。
高
校
牛
の
騎
馬
戦
や
棒�

倒
し
と
と
も
に
、
運
動
会
名
物
が
ま
た�

一
つ
増
え
た
。�

◇
九
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で�

四
泊
五
日
の
北
海
道
修
学
旅
行
に
出
か�

け
た
二
年
生
。
雄
大
な
自
然
に
感
動
も�

ひ
と
し
お
の
旅
だ
っ
た
。
し
か
し
、
知�

◇
十
月
に
な
り
、
園
庭
の
木
々
も
色
づ�

　
図
書
館
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！
　
今
回�

か
ら
「
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
を�

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
十�

一
世
紀
に
向
け
て
よ
り
近
代
的
な
図
書�

館
と
な
っ
た
本
学
の
図
書
館
の
機
能
や�

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま�

す
。�

　
今
回
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
図�

書
の
探
し
方
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
検
索
）
」�

を
特
集
し
ま
し
た
。�

　
ま
ず
皆
さ
ん
は
「
図
書
を
探
す
」�

時
、
ど
ん
な
方
法
で
探
し
ま
す
か
。
書�

架
に
行
っ
て
歩
い
て
探
し
ま
す
か
？�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
機
で
デ
ィ
ス
プ
レ�

イ
を
見
て
探
し
ま
す
か
？
　
私
達
の
図�

書
館
は
、
全
館
開
架
方
式
で
す
か
ら
時�

間
に
余
裕
の
あ
る
人
は
、
本
を
眺
め
楽�

し
み
な
が
ら
探
す
の
も
い
い
で
し
ょ�

う
。
し
か
し
、
時
間
に
余
裕
の
な
い
人�

は
、
無
駄
の
な
い
上
手
な
探
し
方
を
い�

た
し
ま
し
ょ
う
。�

　
そ
れ
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
検
索
が�

最
適
で
す
。
図
書
館
二
階
の
カ
ウ
ン
タ�

ー
横
に
検
索
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端�

末
機
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
い
つ
で
も�

す
ぐ
に
使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す�

の
で
、
探
し
た
い
図
書
の
検
索
語
（
書�

名
中
の
単
語
・
書
名
・
著
者
名
）
を
キ�

ー
ボ
ー
ド
で
打
ち
ま
す
。
検
索
語
は
、�

カ
タ
カ
ナ
で
、
例
え
ば
、
セ
イ
カ
カ
ク�

（
生
化
学
）
、
リ
ン
シ
ョ
ウ
（
臨
床
）
、�

コ
ク
コ
（
国
語
）
…
…
と
言
う
よ
う
に�

カ
タ
カ
ナ
で
打
ち
ま
す
。
こ
こ
で
気
づ�

か
れ
た
で
し
ょ
う
が
、
検
索
語
は
全�

て
、
濁
点
、
半
濁
点
を
省
略
し
て
い
ま�

す
。
ま
た
、
小
文
字
は
大
文
字
に
直
し�

て
い
ま
す
の
で
、
ガ
ッ
コ
ウ
（
学
校
）�

は
カ
ツ
コ
ウ
、
キ
ョ
ウ
イ
ク
（
教
育
）�

は
キ
ヨ
ウ
イ
ク
と
打
ち
ま
す
。�

　
検
索
語
は
、
十
五
文
字
ま
で
入
力
で�

き
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
文
字
数
に
な
る�

場
合
は
、
十
四
文
字
ま
で
打
ち
、
そ
の�

後
に
「
！
」
の
記
号
を
付
け
ま
す
。�

「
！
」
の
記
号
は
、
書
名
等
が
途
中
ま�

で
し
か
記
憶
に
な
い
場
合
も
有
効�

で
す
。
例
え
ば
「
エ
イ
コ
ニ
ツ
ヨ�

ク
ナ
ル
！
」
（
書
名
が
「
英
語
に�

強
く
な
る
口
語
表
現
」
の
場
合
）�

と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
該
当
す
る
本�

が
何
件
か
回
答
さ
れ
ま
す
。
カ
タ�

カ
ナ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
慣
れ
て
い�

な
い
人
は
、
ロ
ー
マ
字
変
換
も
で�

き
ま
す
。�

　
他
の
機
能
と
し
て
、
分
類
か
ら�

も
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

こ
の
場
合
は
H
E
L
P
キ
ー
か
ら
、�

分
類
記
号
・
P
F
14
を
指
定
し
、�

分
類
記
号
の
数
字
を
打
ち
ま
す
。�

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
会
話
型
に�

な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ�

の
下
線
以
下
の
指
示
に
従
っ
て
操�

作
す
れ
ば
、
初
心
者
で
も
簡
単
に�

回
答
が
得
ら
れ
、
そ
の
本
の
所
在�

を
示
す
階
層
や
分
類
記
号
が
表
示�

さ
れ
ま
す
。�

　
現
在
和
書
は
、
約
六
万
五
千
冊�

入
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
殆
ど
ヒ
ッ
ト�

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
ヒ
ッ
ト�

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
本
は
図
書
館
に�

「
な
い
」
と
思
わ
れ
ま
す
。
洋
書
は
、�

今
年
の
四
月
分
か
ら
入
力
を
開
始
し
ま�

し
た
。
端
末
機
を
初
め
て
操
作
す
る
と�

き
や
操
作
中
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と�

き
、
気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
館
員
に
声�

を
か
け
て
下
さ
い
。�

　
皆
さ
ん
、
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ�

で
本
探
し
を
し
て
〃
遊
ん
で
〃
み
ま
せ�

ん
か
。
誰
で
も
簡
単
に
使
え
る
コ
ン
ピ�

ュ
ー
タ
で
す
。
あ
な
た
も
コ
ン
ピ
ュ
ー�

タ
が
使
え
ま
す
よ
！�

　
平
成
二
年
九
月
現
在
の
事
業
所
数
が�

百
二
十
九
カ
所
。
給
食
部
門
の
拡
大
と�

外
部
販
売
の
広
が
り
に
伴
っ
て
食
材
部�

門
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
福�

岡
市
博
多
区
諸
岡
に
建
設
中
だ
っ
た
中�

村
学
園
事
業
部
食
品
セ
ン
タ
ー
が
、
七�

月
十
一
日
竣
工
式
を
終
え
、
七
月
二
十�

三
日
か
ら
全
面
営
業
活
動
を
始
め
た
。�

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
重
量
物
倉
庫
、�

出
荷
待
機
冷
蔵
庫
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ン
テ�

ナ
洗
浄
室
な
ど
が
拡
充
配
置
さ
れ
た�

他
、
完
全
空
調
さ
れ
た
鮮
魚
処
理
室
や�

カ
ッ
ト
野
菜
室
お
よ
び
機
能
ア
ッ
プ
し�

た
冷
凍
庫
な
ど
、
食
品
の
品
質
管
理
に�

最
適
な
施
設
を
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、�

こ
う
し
た
食
材
は
O
・
A
セ
ン
タ
ー
の�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
、
受
注
か
ら
配�

送
ま
で
、
手
際
よ
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
コ�

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
進
め
ら
れ�

て
い
る
。�

　
近
年
、
給
食
事
業
は
大
手
外
食
産
業�

や
清
涼
飲
料
メ
ー
カ
ー
も
進
出
し
、
ま�

す
ま
す
過
熱
気
味
。
事
業
部
に
と
っ
て�

も
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
、
従�

来
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
と
品
質
管
理
を
も�

っ
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
よ
り�

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
中
村
学
園
事
業
部�

に
と
っ
て
、
こ
の
「
食
品
セ
ン
タ
ー
」�

の
完
成
は
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
い
る�

と
い
え
る
。�

○
食
物
栄
養
学
科
・
食
物
栄
養
科�

　
伊
藤
和
枝
助
教
授
（
臨
床
栄
養
学
）�

　
平
成
二
年
五
月
一
日
付
で
医
学
博
士�

　
（
久
留
米
大
学
）の
学
位
を
取
得
。学�

位
主
論
文
は
「
分
割
尿
を
用
い
た
ナ
ト�

リ
ウ
ム
な
ら
び
に
カ
リ
ウ
ム
摂
取
量
推�

定
法
の
検
討
」
。�

○
食
物
栄
養
学
科
・
食
物
栄
養
科�

　
青
峰
正
裕
助
教
授�

　
　
　
　
　
　
（
心
臓
電
気
生
理
学
）�

　
平
成
二
年
九
月
二
十
八
日
付
で
医
学�

博
士
（
大
分
医
科
大
学
）
の
学
位
を
取�

得
。
学
位
主
論
文
は
「
モ
ル
モ
ッ
ト
心�

室
筋
に
お
け
る
ア
ミ
オ
ダ
ロ
ン
の
電
気�

生
理
学
的
効
果
」
。�

▽
退
職
（
平
成
二
年
七
月
三
十
一
日
付
）�

　
助
　
手
　
南
部
　
庸
子�

▽
新
任
（
平
成
二
年
八
月
一
日
付
）�

　
学
生
課
員
　
塚
田
　
昭
人�

▽
配
置
換
（
平
成
二
年
九
月
一
日
付
）�

　
女
子
高�

　
経
理
係
　
柴
田
美
智
子
（
学
生
課
員
）�


